
防災行政無線で夕方流れる「家路」のメロディーが、今日から午後５時に変更となります
□問 安心安全課�７１５０－６３１２

　

環
境
白
書
は
、
平
成　
１８

年
３
月
に
策
定
し
た
「
環

境
行
動
計
画
」、「
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
」、

「
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

推
進
計
画
」
の
３
つ
の
計

画
の
点
検
・
評
価
を
行
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
施
策
を

着
実
に
進
行
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
ハ
イ
ラ
イ

ト
と
し
て
平
成　

年
度
中

１８

に
実
施
し
た
主
な
環
境
施

策
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
、

さ
ら
に
巻
末
に
は
、
市
内

の
環
境
の
現
状
を
具
体
的

な
数
値
で
示
す
な
ど
、
市

民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

環
境
保
全
に
対
す
る
深
い

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
環
境
白
書
は
、
市

役
所
環
境
政
策
課
窓
口
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図

書
館
な
ど
で
閲
覧
で
き
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

�
　

４
つ
の
基
本
目
標
ご
と

に
、
環
境
指
標
と
い
う
具

体
的
な
数
値
の
推
移
で
取

���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������

環
境
行
動
計
画
の

環
境
行
動
計
画
の

実
施
状
況

実
施
状
況

り
組
み
状
況
を
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
個
別
施

策
ご
と
に
平
成　

年
度
に

１８

実
施
し
た
行
動
内
容
と
本

年
度
の
行
動
予
定
を
ま
と

め
て
い
ま
す
。

�
　

平
成　

年
度
の
市
役
所

１８

全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
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地
球
温
暖
化
対
策
実

地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
の
実
施
状
況

行
計
画
の
実
施
状
況

出
量
は
２
万
５
２
５
０
㌧

で
、
前
年
度
に
比
べ
３
６

９
㌧
削
減
で
き
ま
し
た
。

　

区
分
別
で
は
、
市
役
所

事
務
・
事
業
関
連
は
、
省

エ
ネ
の
取
り
組
み
な
ど
に

よ
り
灯
油
の
使
用
に
伴
う

排
出
量
を
大
き
く
削
減
で

き
た
反
面
、
ほ
っ
と
プ
ラ

ザ
下
花
輪
と
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
や
流

山
お
お
た
か
の
森
駅
自
由

通
路
の
開
設
に
よ
り
新
た

な
電
気
・
燃
料
使
用
量
が

加
わ
っ
た
こ
と
で
、
基
準

年
度（
平
成　

年
度
）に
対

１６

し
て
８
％
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。ご
み
処
理
施
設
と

水
道
施
設
関
連
で
は
、施

設
の
効
率
化
運
転
な
ど
に

よ
り
目
標
年
度
の
排
出
量

に
向
か
っ
て
順
調
に
推
移

し
て
い
ま
す（
別
表
参
照
）
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平
成　

年
度
の
市
域
全

１７
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地
球
温
暖
化
対
策
地
域

地
球
温
暖
化
対
策
地
域

推
進
計
画
の
実
施
状
況

推
進
計
画
の
実
施
状
況

体
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
は
、基
準
年
度（
平

成　

年
度
）
に
対
し
て
２

１５
・
５
％
減
の　

万
７
４
３

５７

４
㌧
で
し
た
。

　

目
標
値
を
設
定
し
て
い

る
市
民
一
人
当
た
り
の
排

出
量
で
は
、
基
準
年
度
に

対
し
て
２
・
６
％
減
の
３

・　

㌧
と
な
り
ま
す
。
目

８３
標
達
成
に
は
平
成　

年
度

２１

ま
で
に
、
さ
ら
に
一
人
当

た
り
０
・　

㌧
の
削
減
が

１５

必
要
で
す
（
図
参
照
）。

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

こ
の
ノ
ー
ト
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
を
簡
単
に
把
握

で
き
る
ほ
か
、
家
計
費
節

約
の
目
安
に
も
な
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

環
境
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向

け
た
取
り
組
み
を
分
か
り

や
す
く
示
し
た
「
な
が
れ

や
ま
エ
コ
・
チ
ェ
ッ
ク
ノ

ー
ト
」。
昨
年
、市
内
各
小

学
校
の
４
年
生
が
授
業
で

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
見

学
さ
れ
た
際
に
配
布
し
た

と
こ
ろ
、
３
校
か
ら
結
果

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

提
出
い
た
だ
い
た　

人
の

８６

家
庭
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
平
均
は
、
全
国
平
均
よ

り
も
１
カ
月
当
た
り　

㎏
７５

も
少
な
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
（
図
参
照
）。

　

今
年
も
同
様
に
エ
コ
・

チ
ェ
ッ
ク
ノ
ー
ト
を
配
布

�
　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１６

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
生

１３

３０

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
講
師

＝
毎
日
新
聞
東
京
本
社
科

学
環
境
部
記
者
・
足
立
旬

子
さ
ん
。
足
立
さ
ん
は
ワ

ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん

の
担
当
と
な
り
、
地
球
規

模
の
環
境
問
題
を
テ
ー
マ

に
取
材
を
続
け
て
い
ま
す

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

環
境
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

�
　

江
戸
川
大
学
サ
テ
ラ
イ

ト
セ
ン
タ
ー
が
流
山
お
お

市
民
環
境
講
座

「
地
球
が
危
な
い
！
」

柳
生
博
講
演「
森
と

暮
ら
す
、森
に
学
ぶ
」

た
か
の
森
駅
前
に
移
転
す

る
の
を
記
念
し
て
、「
森
の

大
切
さ
、
自
然
と
の
付
き

合
い
方
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１７

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
江

１４

１６

戸
川
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
セ

ン
タ
ー
流
山
お
お
た
か
の

森
教
室
（
ラ
イ
フ
ガ
ー
デ

ン
お
お
た
か
の
森
２
階
）

▽
講
師
＝
俳
優
と
し
て
活

躍
さ
れ
な
が
ら
、
日
本
野

鳥
の
会
会
長
で
も
あ
る
柳

生
博
さ
ん
▽
参
加
費
＝
１

０
０
０
円
※
要
申
し
込
み
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

江
戸
川
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
セ
ン
タ
ー
流
山
お
お

た
か
の
森
教
室
�
７
１
５

６
―
７
７
１
５

　

市
で
は
、
本
市
の
環
境
施
策
の
実
施
状
況
や
環
境

の
現
状
を
総
合
的
に
ま
と
め
た
年
次
報
告
書
「
平
成

　

年
版
環
境
白
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
環
境
問
題

１９は
、
２
０
０
５
年
２
月
に
京
都
議
定
書
が
発
効
、
昨

年
末
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
で
地
球
温
暖
化

防
止
に
つ
い
て
政
府
間
で
の
会
議
が
開
か
れ
る
な
ど
、

世
界
規
模
で
の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
作
成
し
た
環
境
白
書
は
、
市
域
全
体
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
や
大
気
・
水
質
・
騒
音
な
ど
の
状
況

を
具
体
的
な
数
値
で
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市

民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
情
報
の
共
有
を
図
り
、
と

も
に
未
来
へ
つ
な
ぐ
豊
か
な
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

も
う
と
い
う
も
の
で
昨
年
度
に
続
き
２
回
目
の
発
行

と
な
り
ま
す
。

　

□問
 

環
境
政
策
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
３

環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境
のののののののののの
現現現現現現現現現現
状状状状状状状状状状
をををををををををを
公公公公公公公公公公
表表表表表表表表表表

環
境
の
現
状
を
公
表

　

１
月　

日
、
江
戸
川
台
小
学
校

１６

の
４
年
生　

人
が
、
さ
わ
や
か
ち

８６

ば
県
民
プ
ラ
ザ
の
「
緑
の
広
場
」

に
地
球
温
暖
化
を
防
ご
う
と
ム
ラ

サ
キ
シ
キ
ブ
な
ど
２
７
９
本
の
苗

木
を
植
樹
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昨
年
夏
に
県
事
業
と
し
て
行
わ
れ

た
「
ち
ば
Ｃ
Ｏ
２
Ｃ
Ｏ
２
（
コ
ツ
コ

ツ
）
ダ
イ
エ
ッ
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
同
小
４
年
生
が

協
力
し
た
こ
と
で
、
今
回
の
苗
木

植
樹
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
と
な
っ

た
も
の
で
す
。
児
童
た
ち
は
、
広

場
内
の
歩
道
に
沿
っ
て
苗
木
を
１

本
１
本
丁
寧
に
植
え
て
い
き
ま
し

た
。
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小
学
生

家
庭
の
結
果
は
？

小
学
生　

家
庭
の
結
果
は
？

８６８６

エ
コ
・
チ
ェ
ッ
ク
ノ
ー
ト

エ
コ
・
チ
ェ
ッ
ク
ノ
ー
ト

温
暖
化
対
策
な

ど

具
体
的
数
値
で

環境白書

地球温暖化対策実行計画の区分別目標達成状況
目標年度
平成21年度

実績
平成18年度

実績
平成17年度

基準年度
平成16年度

区　分

４,６８４ｔ-CO2５,４１１ｔ-CO2５,３１４ｔ-CO2５,００７ｔ-CO2
市役所事務
・事業関連 基準年度に対して、温室効果ガス排出量を６％削減します

１１３㎏-CO2/人１１４㎏-CO2/人１１８㎏-CO2/人１２６㎏-CO2/人
ごみ処理
施設関連 基準年度に対して、市民１人当たりの温室効果ガス排出量を

１０％削減します
１５.５㎏-CO2/人１５.８㎏-CO2/人１６.５㎏-CO2/人１６.５㎏-CO2/人

水道施設
関連 基準年度に対して、給水人口１人当たりの温室効果ガス排出

量を６％削減します

２７,２４２ｔ-CO2２５,２５０ｔ-CO2２５,６１９ｔ-CO2２６,４０９ｔ-CO2
合計（市役所全
体の総排出量）

樹木を植えてCO樹木を植えてCO22削減！削減！

（注）

注：将来の人口増を見込んだ数値です
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平成２０年２月１日（金曜日）　　　（　）２第１１５５号

　

個
人
の
市
・
県
民
税
は
、

前
年
の
所
得
（
市
・
県
民
税

申
告
書
や
確
定
申
告
書
、
会

社
か
ら
の
給
与
支
払
報
告
書

な
ど
）
に
基
づ
き
、
市
が
税

額
を
計
算
し
て
納
税
者
に
通

知
し
、
そ
の
通
知
に
よ
り
定

め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
納
税

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

【
市
・
県
民
税
の
申
告
が

必
要
な
方
】

　

平
成　

年
中
の
所
得
等
の

１９

状
況
が
、
次
の
①
〜
⑨
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
（
た

だ
し
、
税
務
署
へ
確
定
申
告

書
を
提
出
さ
れ
る
方
、
ま
た

は
済
ま
せ
た
方
は
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。①
給
与

所
得
だ
け
で
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
（
源
泉
徴

収
票
）
が
市
に
提
出
さ
れ
て

い
な
い
②
給
与
所
得
者
で
、

主
た
る
給
与
以
外
の
所
得
の

合
計
額
が　

万
円
以
下
で
あ

２０

る
（　

万
円
を
超
え
る
場
合

２０

は
、
確
定
申
告
が
必
要
）
③

営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど

の
所
得
が
あ
る
④
雑
損
控
除
、

医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
よ

う
と
し
て
い
る
⑤
平
成　

年
１９

中
に
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

し
て
い
な
い
⑥
恩
給
、
年
金

な
ど
の
受
給
者
で
支
払
先
か

ら
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書

　

今
年
１
月
１
日
現
在
の
住

所
が
流
山
市
に
あ
り
、
税
法

上
の
扶
養
に
入
っ
て
い
な
い

方
は
、
確
定
申
告
か
市
・
県

民
税
の
申
告
の
ど
ち
ら
か
一

方
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

所
得
税
を
計
算
し
て
納
税

と
な
る
方
や
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
方
は
確
定
申
告
が
、

所
得
税
額
の
な
い
方
は
市
・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
給
与
所
得
者
で

勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給
与

支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
て
、
な
お
か
つ
年
末
調
整

を
済
ま
せ
て
い
る
場
合
は
、

ど
ち
ら
の
申
告
も
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
⑦
住

所
は
流
山
市
以
外
に
あ
る
が
、

事
務
所
や
事
業
所
、
家
屋
敷

を
流
山
市
内
に
有
す
る
⑧
平

成　

年
中
、
配
偶
者
が
単
身

１９
赴
任
を
し
て
い
る
、
別
世
帯

の
親
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い

る
⑨
平
成　

年
中
に
病
気
、

１９

失
業
、
廃
業
、
学
生
等
で
所

得
が
な
か
っ
た
―
な
ど
。

　

【
申
告
会
場
】

　

市
が
開
設
す
る
会
場
で
申

告
を
受
け
付
け
ま
す
（
別
表

参
照
）。

　

【
申
告
書
】

　

昨
年
、
市
・
県
民
税
申
告

を
し
た
方
へ
市
か
ら
申
告
書

を
送
付
し
ま
し
た
。

　

申
告
が
必
要
な
方
で
申
告

書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
に

は
、
市
民
税
課
ま
た
は
各
出

張
所
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

　

申
告
書
、
印
か
ん
、
添
付

書
類
と
し
て
、
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
、
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
、
生
命
保
険

や
地
震
保
険
・
旧
長
期
損
害

保
険
の
支
払
い
の
あ
る
方
は

そ
れ
ぞ
れ
の
控
除
証
明
書
、

国
民
年
金
の
支
払
い
の
あ
る

方
は
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
等
、

寄
付
金
の
支
払
い
の
あ
る
方

は
寄
付
金
の
支
払
証
明
書
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は

医
療
費
の
領
収
書
と
医
療
費

の
補
て
ん
金
が
あ
る
場
合
は

そ
の
金
額
が
分
か
る
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
料
等
の
社
会

保
険
料
控
除
に
該
当
す
る
支

払
い
の
あ
る
方
は
そ
の
支
払

額
を
把
握
し
て
く
だ
さ
い
。

　

【
所
得
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
申
告
を
】

　

市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、

所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
が
な
い
場
合
、
保
育

所
の
入
所
申
請
や
私
立
幼
稚

園
就
園
奨
励
費
補
助
金
の
交

付
申
請
を
す
る
際
に
必
要
に

な
る
税
関
係
の
各
証
明
書
の

交
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

提
出
さ
れ
た
申
告
書
は
、

国
民
健
康
保
険
料
の
算
定
資

料
や
各
種
扶
助
給
付
を
受
け

る
際
の
基
礎
資
料
に
も
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
郵
送
（
〒
２
７
０

―
０
１
９
２
流
山
市
役
所
市

民
税
課
宛
て
）
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

　

確
定
申
告
は
、
納
税
者
が

自
ら
所
得
金
額
や
税
額
、
損

失
額
を
計
算
し
、
期
間
中

（
２
月　

日
〜
３
月　

日
）、

１８

１７

所
轄
の
税
務
署
に
申
告
書
を

提
出
し
て
予
定
納
税
額
や
源

泉
徴
収
税
額
等
と
の
過
不
足

額
を
精
算
す
る
手
続
き
で
す

（
松
戸
税
務
署
で
は
医
療
費

控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
な
ど
の
還
付
申
告
を
す

で
に
受
け
付
け
中
）。

　

【
所
得
税
の
確
定
申
告
が

必
要
な
方
】

　

平
成　

年
中
の
所
得
等
の

１９

状
況
が
、
次
の
①
〜
④
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。
①

給
与
収
入
金
額
が
２
千
万
円

を
超
え
る
②
給
与
所
得
者
で
、

主
た
る
給
与
以
外
の
各
種
所

得
金
額
の
合
計
額
が　

万
円

２０

を
超
え
る
③
給
与
支
払
い
を

２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

る
④
譲
渡
所
得
が
あ
る
（
各

種
課
税
の
特
例
を
受
け
る
場

合
も
申
告
が
必
要
）―
な
ど
。

　

【
確
定
申
告
で
所
得
税
が

戻
る
方
】

　

平
成　

年
中
の
所
得
等
の

１９

状
況
が
、
次
の
①
〜
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。
①

給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控

除
や
雑
損
控
除
、
寄
付
金
控

除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
な
ど
を
受
け
る
②
平
成　
１９

年
中
に
退
職
し
、
そ
の
後
就

職
し
て
お
ら
ず
年
末
調
整
を

受
け
て
い
な
い
③
退
職
所
得

を
含
め
て
申
告
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
か
ら
還
付
を
受
け
る
―

な
ど
。

　

【
申
告
書
】

　

確
定
申
告
に
必
要
な
用
紙

は
税
務
署
に
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
税
務
署
か
ら
送
ら
れ

て
き
て
い
る
方
は
、
必
ず
そ

の
用
紙
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

h
ttp
:/
/
w
w
w
.

ー

ジ
（ 
   
  
 
 
 
 
  

n
ta
.g
o
.jp

 
  
  
 
   

）
の
「
所
得
税

の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
か
ら
作
成
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
ま
た
、
申
告
期

間
中
は
市
役
所
市
民
税
課
に

も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

※
松
戸
税
務
署
に
は
駐
車

場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
　

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

　

確
定
申
告
も
、
概
ね
市
・

県
民
税
の
申
告
と
同
じ
で
す

が
、
自
営
の
方
は
、
決
算
書

も
し
く
は
収
支
内
訳
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
雑

損
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
な
ど
を
受
け
る
場
合

は
必
要
書
類
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
税
務
署
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
税
金
の
還
付
が
発

生
す
る
場
合
は
銀
行
の
口
座

番
号
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

【
郵
送
で
も
受
け
付
け
】

　

確
定
申
告
書
は
、
郵
送
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

郵
送
す
る
場
合
は
、
記
入

済
み
の
申
告
書
と
控
え
（
ボ

ー
ル
ペ
ン
書
き
）、そ
の
他
の

必
要
書
類
、
申
告
書
の
控
え

を
返
送
す
る
た
め
の
封
筒

（
切
手
を
貼
り
、
差
出
人
の

住
所
、
氏
名
を
明
記
）
を
同

封
し
、
松
戸
税
務
署
（
〒
２

７
１
―
８
５
３
３
松
戸
市
小

根
本　

―
３
）
へ
。

５３

�
　

【
市
・
県
民
税
の
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
の
適
用
】

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得

税
が
減
額
と
な
り
、
控
除
で

き
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が

減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
平

成　

年
末
ま
で
に
入
居
し
、

１８
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
て
い
る
方
で
、
所
得

税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ

た
額
が
あ
る
場
合
は
、
平
成

　

年
度
の
住
民
税（
所
得
割
）

２０か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　

（
申
告
期
限
）

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２０

１７

　

（
申
告
方
法
）

　

「
市
町
村
民
税　

道
府
県

民
税　

住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
申
告
書
」（
市
民
税

課
、
各
出
張
所
お
よ
び
税
務

税
法
の
改
正
事
項

署
で
配
布
）
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を

さ
れ
る
方
…
所
得
税
の
確
定

申
告
書
と
と
も
に
税
務
署
へ

提
出
を
。

　

②
給
与
収
入
の
み
を
有
し

て
お
り
確
定
申
告
書
を
提
出

し
な
い
方
…
源
泉
徴
収
票
を

添
付
し
て
平
成　

年
１
月
１

２０

日
現
在
お
住
ま
い
の
市
区
町

村
へ
提
出
を
。

　

※
印
か
ん
を
忘
れ
ず
に

　

【
地
震
保
険
料
控
除
の
創

設
】

　

所
得
税
は
地
震
保
険
料
の

全
額
（
最
高
５
万
円
）、
市
・

県
民
税
は
地
震
保
険
料
の
２

分
の
１（
最
高
２
万
５
千
円
）

を
控
除
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
経
過
措
置
と
し
て

平
成　

年　

月　

日
ま
で
に

１８

１２

３１

締
結
し
た
長
期
損
害
保
険
契

約
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
損

害
保
険
料
控
除
を
適
用
で
き

ま
す
。
地
震
保
険
料
と
損
害

保
険
料
の
両
方
あ
る
方
は
、

控
除
額
合
計
（
所
得
税
（
最

高
５
万
円
）、
市
・
県
民
税

（
最
高
２
万
５
千
円
））を
適

用
で
き
ま
す
。

　

【
平
成　

年
１
月
１
日
時

１７

点
で　

歳
以
上
で
あ
っ
た
方

６５

へ
】

　

市
・
県
民
税
の
老
年
者
非

課
税
措
置
廃
止
の
経
過
措
置

が
な
く
な
り
ま
す
。

　

市
・
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税
の
確
定
申
告
の
期
限
は
、
３
月　

日
ま
で
で
す
。

１７

市
で
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
と
給
与
所
得
者
や
年
金
所
得
者
で
年
末
調
整
を
行

っ
て
い
な
い
方
、
ま
た
、
扶
養
控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
等
の
簡

単
な
確
定
申
告
に
つ
い
て
、自
書
作
成
に
関
す
る
相
談
と
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

２
月　

日
と
３
月
２
日
の
日
曜
も
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
平
日
の
申
告
が

２４

困
難
な
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
告
は
な
る
べ
く
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

3
月　

日
ま
で
に

１７

市
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

市
役
所
で
は
�

・
�
の
日
曜
も
受
け
付
け

2
24

3
2

　

□問
 

市
・
県
民
税
に
つ
い

て
…
市
民
税
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
３
／
所
得

税
に
つ
い
て
…
松
戸
税
務

署
�
０
４
７
―
３
６
３

―
１
１
７
１
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�������
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�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

市
・
県
民
税
の
申
告

市
・
県
民
税
の
申
告

������
������
������
������
������
������
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������
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������
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������
������
������
������
������

所
得
税
の
確
定
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

市が開設する申告会場

対象となる方 相談時間日程会場

◎市民税・県民税の申告が必要な方
◎次の確定申告書の自書作成指導と受付収受
　１給与所得者で医療費控除などを受ける方
　２中途退職等により年末調整が済んでいない方
　３所得が公的年金だけで申告が必要な方

９時３０分
　　～１２時

１３時～１６時

２月１８日�～
３月１７日�の
月～金曜およ
び２月２４日�、
３月２日�

流山市役所
第２庁舎
３階会議室

　税理士会松戸支部による確定申告の無料相談を下表のとおり、市内３会場で開
催しますので、ご利用ください。

対象となる方相談時間日程会場

◎次の確定申告書の自書作成指導と受付
収受
１小規模納税者の所得税および消費税
の申告
２給与所得者で医療費控除などを受け
る方
３中途退職等により年末調整が済んで
いない方
４所得が公的年金だけで申告が必要な
方

９時３０分
　　～１２時
１３時～１６時

２月７日�
２月８日�

北部公民館

２月１３日�
２月１４日�

初石公民館

２月１８日�～
２月２６日�の
月～金曜

流山市役所
第２庁舎
３階会議室

※混雑状況により、終了時間前に受け付けを締め切る場合があります
※譲渡所得、事業所得、不動産所得、相続税、贈与税、確定申告をともなう住宅
借入金等特別控除の相談は行っていません（松戸税務署へご相談ください）

□問 松戸税務署�０４７－３６３－１１７１

● ● ● ● ●税理士会の無料相談● ● ● ● ●

還付金詐欺にご注意を！　社会保険事務所や保険事務所を名乗って、医療費の還付・払い戻し等の手続きを装う「詐欺」
の電話で市内に被害が出ています。急な振込みを要求する電話にご注意を。□問 安心安全課�７１５０－６３１２
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第１１５５号（　）　　　平成２０年２月１日（金曜日）３

　

１
月
９
日
、
市
役
所
で

「
流
山
市
補
助
金
等
審
議

会
」
が
開
か
れ
、
審
議
会

に
先
立
ち
、
新
た
な
委
員

７
人
に
市
長
か
ら
委
嘱
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
市
の

補
助
金
等
の
制
度
を
見
直

し
、
補
助
金
等
の
適
正
な

交
付
を
図
る
た
め
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
新
委
員
は

次
の
と
お
り
。

 
〈
敬
称
略
・
五
十
音
順
〉

　

▽
小
原
博
仁
（
元
特
許

庁
職
員
）▽
小
山
敦
夫（
元

社
団
法
人
専
務
理
事
）
▽

神
部
順
子
（
江
戸
川
大
学

准
教
授
）▽
高
村
宏
子（
東

洋
学
園
大
学
教
授
）
▽
前

田
弘
（
元
保
健
所
職
員
）

▽
増
田
寛
昭
（
税
理
士
）

▽
渡
邊
仁
二（
会
社
役
員
）

　

□問
 

財
政
課
�
７
１
５
０

―
６
０
７
１

　

市
で
は
、
任
期
満
了
に

伴
う
「
流
山
市
保
健
予
防

推
進
協
議
会
委
員
」
の
市

民
代
表
２
人
を
募
集
し
ま

す
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
医
師

会
・
歯
科
医
師
会
・
薬
剤

師
会
の
各
代
表
、
保
健
所

長
、
市
民
代
表
等
か
ら
構

成
さ
れ
、
市
が
行
う
保
健

予
防
施
策
に
関
す
る
意
見

等
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝　

歳
以

２０

上
の
市
民
▽
募
集
人
員
＝

２
人
▽
任
期
＝
委
嘱
日
か

ら
２
年
間
（
平
成　

年
５

２０

月
１
日
委
嘱
予
定
）
▽
活

動
内
容
＝
年
１
〜
２
回
程

度
の
会
議
▽
報
酬
＝
７
２

０
０
円
（
日
額
）
▽
応
募

方
法
＝
「
応
募
の
動
機
と

私
の
考
え
る
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
提
言
」
を
８
０

０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
経
歴
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２９

に
〒
２
７
０
―
０
１
２
１

流
山
市
西
初
石
４
―
１
４

３
３
―
１
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
※
応

募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

▽
選
考
方
法
＝
書
類
選
考

の
上
、
３
月
上
旬
に
結
果

を
通
知

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

市
で
は
、
高
校
に
進
学

・
在
学
す
る
、
学
費
の
支

払
い
が
困
難
な
生
徒
の
た

め
、「
奨
学
金
給
付
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

▽
対
象
＝
次
の
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
す
方
①
市

内
に
１
年
以
上
在
住
し
て

い
る
高
校
入
学
者
ま
た
は

在
学
者
②
学
力
優
秀
で
卒

業
の
見
込
み
が
あ
る
③
学

費
の
支
払
い
が
困
難
で
あ

る
④
他
の
奨
学
金
を
受
け

て
い
な
い
⑤
在
校
し
て
い

る
学
校
長
の
推
薦
が
あ
る

を
共
に
し
な
い
児
童
②
父

が
死
亡
し
た
児
童
③
父
が

一
定
以
上
の
障
害
状
態
に

あ
る
児
童
④
父
の
生
死
が

明
ら
か
で
な
い
児
童
⑤
母

が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童
⑥
父
か
ら
引

き
続
き
１
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童
―
な
ど
を

養
育
し
て
い
る
方

　

母
子
家
庭
等
医
療
費
等

助
成
制
度

　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子

家
庭
の
父
お
よ
び
両
親
の

い
な
い
児
童
を
養
育
し
て

方
な
ど
は
、
児
童
扶
養
手

当
の
受
給
資
格
が
あ
り
ま

す
（
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
は
除
く
）。

　

▽
対
象
＝
①
父
母
が
婚

姻
を
解
消
し
、
父
と
生
計

　

母
子
家
庭
等
に
給
付
さ

れ
る
、
児
童
扶
養
手
当
と

母
子
家
庭
等
医
療
費
等
助

成
制
度
の
申
請
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当

　

次
の
理
由
に
よ
る
、
母

親
と
子
ど
も
だ
け
の
世
帯

ま
た
は
母
親
に
代
わ
っ
て

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

だ
さ
い
。

　

▽
対
象
＝
市
内
に
住
民

登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録

を
し
、
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
小
学
校
就
学
前

の
子
▽
助
成
内
容
＝
健
康

保
険
適
用
分
の
通
院
・
入

院
の
医
療
費
お
よ
び
調
剤

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援

の
一
助
と
し
て
、
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
を
設

け
、
小
学
校
就
学
前
の
お

子
さ
ん
の
医
療
費
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
が
対

象
と
な
る
乳
幼
児
へ
受
給

券
を
発
行
し
、
そ
の
受
給

券
と
保
険
証
を
病
院
等
の

窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で

助
成
が
受
け
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　

申
請
は
、
子
ど
も
家
庭

課
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、

各
出
張
所
で
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん

が
産
ま
れ
た
方
や
、
市
外

か
ら
転
入
し
た
方
は
、
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く

費
等

　

□問
 

子
ど
も
家
庭
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

⑥
連
帯
保
証
人
が
２
人
い

る
▽
給
付
金
額
（
月
額
）

／
募
集
人
数
＝
①
公
立
高

校
生
…
８
５
０
０
円
／
８

人
程
度
②
私
立
高
校
生
…

１
万
円
／
２
人
程
度
▽
申

し
込
み
＝
教
育
総
務
課
で

配
布
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
３
月
３
日

〜　

日
に
提
出
※
詳
細
は

３１
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

教
育
総
務
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
３

険
制
度
開
始
と
同
時
に
設

け
ら
れ
た
市
独
自
の
制
度

で
す
。
モ
ニ
タ
ー
の
方
に

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
利
用
者
の
立
場
か
ら

の
意
見
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
ほ
か
、
モ
ニ
タ
ー
同

　

市
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
介
護
保
険
制

度
の
充
実
を
目
的
に
、
介

護
保
険
制
度
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、

平
成　

年
４
月
の
介
護
保

１２

士
の
意
見
交
換
会
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
交

流
会
お
よ
び
年
３
回
の
連

絡
会
に
出
席
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝
市
内
在

住
の
①
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
ま
た
は
そ
の
家
族
②

過
去
に
介
護
の
経
験
が
あ

る
方
▽
定
員
＝　

人
以
内

２０

▽
任
期
＝
平
成　

年
４
月

２０

１
日
〜
同　

年
３
月　

日

２２

３１

▽
応
募
方
法
＝
任
意
様
式

に
応
募
の
動
機
を
４
０
０

〜
８
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

利
用
し
て
い
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
種
別
、
家
族
の
場

合
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
と
の
関
係
を
明
記
の
上
、

２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１８

に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２

流
山
市
役
所
介
護
支
援
課

へ
封
書
で
※
応
募
書
類
は

返
却
し
ま
せ
ん
▽
選
考
方

法
＝
書
類
選
考
の
上
、
３

月
下
旬
に
通
知

　

□問
 

介
護
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
５
３
１

い
る
方
と
そ
の
児
童
に
対

し
、
健
康
保
険
適
用
分
の

医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

　

▽
対
象
＝
市
内
に
住
民

登
録
を
す
る
健
康
保
険
の

被
保
険
者
ま
た
は
そ
の
被

扶
養
者

　

※
「
児
童
扶
養
手
当
」、

「
母
子
家
庭
等
医
療
費
等

助
成
制
度
」
と
も
対
象
に

な
る
の
は
、　

歳
に
達
す

１８

る
日
以
降
の
最
初
の
３
月

　

日
ま
で
に
あ
る
児
童
で

３１す
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

子
ど
も
家
庭
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

　出産直後の赤ちゃんのお風呂、家事や
買い物、その他ちょっとした援助が必要
な方は、「産じょくヘルプサービス」を利
用してみてはいかがでしょうか。
　市内には、産じょく期（分娩時から母
体が妊娠前の状態に回復するまでの期間）
の方を対象に、家事などを手伝う方を、
有料で派遣する事業者がいます。
　利用をご希望の方は、子ども家庭課、
保健センター、各出張所で配布の「子育
てガイドブック」を参照の上、事業者へ
直接お申し込みください。※詳細は問い
合わせを
　□問 子ども家庭課�７１５０―６０８２
／保健センター�７１５４―０３３１

産じょくヘルプサービスのご利用を

　市民活動を安心して行っていただくために、活動
中に起きた事故による傷害や賠償責任を負った場合
の負担を、市が契約した保険で補償する「市民活動
災害補償保険（コミュニティ保険）」の内容を４月か
ら一部改正します。
　主な改正点は、次のとおり。
　①補償の対象となる活動が、ボランティア活動な
どの「公益的な活動」に限定され、スポーツ・レク
リエーション活動や文化活動など「自己研さん等趣
味的な活動」は補償の対象外となります。
　②これまで、それぞれの担当課に提出していた事
故報告書の提出先が、すべてコミュニティ課になり
ます。
　③補償内容が充実されます。賠償責任保険の免責
１万円がなくなります。また、傷害保険は７日以上
の治療を要した場合に補償されていましたが、１日
目から補償されます。
　この保険は、事前の申し込みや登録などの必要は
なく、補償の対象となるかどうかは、事故が起きた
際の活動内容で判断されます。万が一事故が起きた
ら、事故日から１４日以内に事故報告書の提出をお願
いします。
　なお、補償の対象外となる活動を行う場合には、
独自の保険に加入することをお勧めします。
　□問 コミュニティ課�７１５０―６０７６

市民活動災害補償保険が変わります

出
産
や
転
入
等
の
際
は
申
請
を

小
学
校
就
学
前
児
を
対
象
に

　市では、各種子育て支援の助成や手当のほか、子育て
サロンなどお子さんを持つ方の交流の場も設けています
（８面参照：写真は中央子育てサロン）

乳幼児の
医療費助成
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市
民
代
表
２
人
を
募
集

保
健
予
防
施
策
に
ご
意
見
を

保
健
予
防
施
策
に
ご
意
見
を

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
申
請

ひ
と
り
親
家
庭
等
を
支
援

介
護
保
険
制
度
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
声
を

高
校
入
学
・
在
学
の
生
徒
を
対
象
に

奨
学
金
の
申
請
書
を
配
布
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補
助
金
等
審
議
会
を
開
催

補
助
金
等
審
議
会
を
開
催

新
委
員
７
人
を
委
嘱

新
委
員
７
人
を
委
嘱

産後のママをお手伝い
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万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

父
は
酒
が
飲
め
な
い
の
で
、

私
が
若
い
頃
か
ら
、
山
師

と
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
木

材
の
値
段
を
決
め
て
い
ま

し
た
」
と
、
弘
行
社
長
。

「
あ
の
頃
、
食
生
活
が
ア

メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
て
、

肉
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
肉
屋
さ
ん
で
は
竹
皮

で
肉
を
包
ん
だ
の
で
す
が
、

肉
の
需
要
が
伸
び
て
、
竹

皮
が
需
要
に
追
い
つ
か
な

い
。
そ
の
時
、
京
都
の
包

材
屋
が
、
人
造
竹
皮
と
い

う
、
紙
に
竹
の
皮
の
模
様

を
印
刷
し
て
、
そ
れ
を
経

木
に
す
る
実
用
新
案
を
と

っ
た
。
関
東
で
は
、
私
が

い
ち
早
く
そ
れ
を
取
り
入

れ
、
竹
の
皮
そ
っ
く
り
に

印
刷
し
た
紙
に
、
ロ
ウ
を

ひ
い
て
加
熱
、
消
毒
し
た

昭
和
の
流
山
産
業
史 

（３５） 

㈱
川
和
の
最
初
の
ヒ
ッ
ト 

商
品
は
人
造
竹
皮 

　

い
ま
や
、
流
山
を
代
表

す
る
企
業
の
一
つ
に
な
っ

た
㈱
川
和
だ
が
、
川
和
弘

行
社
長
は
、
川
和
義
雄
・

よ
し
子
夫
妻
の
長
男
と
し

て
昭
和　

年
１
月　

日
、

１１

２６

東
京
下
町
、
両
国
で
生
ま

れ
た
。
戦
時
中
に
、
東
葛

飾
郡
八
木
村
初
石
新
田

（
現
在
の
流
山
市
西
初

石
）
に
疎
開
。
小
学
校
３

年
の
時
で
あ
る
。
八
木
北

小
、
八
木
北
中
（
現
在
は

な
い
）か
ら
東
葛
高
校
へ
。

　

「
初
石
新
田
の
世
帯
は

百
軒
ぐ
ら
い
で
、
子
ど
も

の
天
国
で
し
た
。
遊
び
で

は
、
わ
れ
わ
れ
は
早
め
に

草
野
球
を
始
め
た
。
ボ
ー

ル
を
自
分
で
作
り
、
グ
ロ

ー
ブ
は
親
に
厚
い
布
で
作

っ
て
も
ら
っ
た
。
高
校
の

矢
に
願
い
、鬼
を
射
る

鰭
ケ
崎
の
お
び
し
ゃ
行
事

　

１
月　

日
、
鰭
ケ
崎
の

２０

 
雷 
神
社
で
市
指
定
無
形
民

い
か
づ
ち

俗
文
化
財
の
お
び
し
ゃ
行

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
び
し
ゃ
保
存
会
（
渡

辺
繁
会
長
）
に
よ
っ
て
続

け
ら
れ
て
い
る
こ
の
行
事

は
、
江
戸
時
代
の
享
保
年

間（
１
７
１
６
〜
３
６
年
）

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
社
殿
の

中
で
七
福
神
に
扮
装
し
た

当
番
か
ら
、
７
人
の
裃
姿

の
次
の
当
番
へ
と
「
ト
ウ

渡
し
」
と
い
う
当
番
の
引

き
継
ぎ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ウ
渡
し
が
終
わ
る
と

社
殿
前
か
ら
赤
鬼
、
青
鬼

が
描
か
れ
た
的
に
向
か
っ

て
矢
を
射
ま
す
。

　

そ
の
後
、 
直  
会 
が
行
わ

な
お 
ら
い

れ
、
会
場
に
は
、
社
殿
に

供
え
て
あ
っ
た
松
の
盆
栽

と
、
大
根
の
胴
体
に
流
山

名
産
の
ネ
ギ
で
首
を
つ
け

た
鶴
、
聖
護
院
大
根
と
い

う
丸
い
大
根
を
半
分
に
し

て
ゴ
ボ
ウ
で
頭
を
つ
く
っ

た
亀
の
飾
り
物
を
置
い
て

正
月
を
祝
い
ま
す
。

　

夜
に
は
、
次
の
当
番
の

筆
頭
で
あ
る
「 
初  
戸 
」
の

は
な 
と

洞
下
忠
夫
さ
ん
宅
ま
で
歩

い
て
「
送
り
込
み
」
を
し
、

衣
装
な
ど
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。

２
小
学
校
が
銀
・
銅
賞

全
国
ビ
オ
ト
ー
プ
・
コ
ン
ク
ー
ル

　

昨
年
か
ら
審
査
が
進
め

ら
れ
て
い
た
「
第　

回
全

１０

国
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
・
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
流
山
北
小

学
校
が
銀
賞
、
東
深
井
小

学
校
が
銅
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　

�
日
本
生
態
系
協
会
の

主
催
、文
科
省
や
環
境
省
、

国
交
省
、農
水
省
、　

厚
労

省
な
ど
の
後
援
で
行
わ
れ

た
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

　

流
山
市
で
は
、
学
校
の

中
で
自
然
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
平
成　

年
度
か

１６

ら　

年
度
ま
で
に
児
童
・

１９
生
徒
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の

皆
さ
ん
な
ど
が
協
働
し
て

ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
、
来
年
度
に
向
け

移
転
と
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
る
小
山
小
を
除
く
す

今
年
の
占
い
は
豊
作

茂
侶
神
社
の
ヂ
ン
ガ
ラ
餅
行
事

　

餅
の
割
れ
具
合
に
よ
り
、

そ
の
年
の
農
作
物
の
作
柄

を
占
う
「
ヂ
ン
ガ
ラ
餅
行

事
」
が
、
１
月
６
日
、
三

や
米
な
ど
八
種
類
の
供
え

物
、
八
種
類
の
野
菜
な
ど

の
入
っ
た
芋
汁
の
ほ
か
、

和
菓
子
「
藤
屋
」
さ
ん
か

輪
野
山
の
茂
侶
神
社
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
市
指
定
無

５２

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
現
在
、
ヂ
ン
ガ
ラ
餅

保
存
会（
堀
江
啓
亮
会
長
）

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
社
殿
に
は
、
お
神
酒

ら
「
ヂ
ン
ガ
ラ
餅
」
と
い

う
流
山
ふ
る
さ
と
産
品
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
ト
ウ
渡
し
」
と
呼
ば

れ
る
次
の
年
番
へ
の
引
き

継
ぎ
な
ど
が
厳
粛
に
行
わ

れ
た
後
、
い
よ
い
よ
餅
取

り
衆
が
入
場
。
５
升
の
固

い
餅
が
投
げ
入
れ
ら
れ
る

と
、
上
半
身
裸
の
男
衆
が

餅
を
奪
い
合
い
、
ひ
と
か

た
ま
り
と
な
っ
て
右
へ
左

へ
と
揉
み
合
い
が
続
き
、

約
１
時
間
で
き
れ
い
に
割

れ
て「
豊
作
間
違
い
な
し
」

と
占
わ
れ
ま
し
た
。

若
者
の
手
づ
く
り
で

成
人
式
を
自
ら
企
画
運
営

　

１
月　

日
、
文
化
会
館

１３

で
成
人
式
「　

歳
を
祝
う

２０

つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
内
で
は
、
１
５
９

４
人
が
大
人
へ
の
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
、
１
０
０
４

人
で
参
加
率
は　

・　

％
。

６２

９９

本
市
で
は
、
昭
和　

年
か

５８

ら
新
成
人
で
構
成
す
る
実

行
委
員
会
に
よ
る
手
づ
く

り
成
人
式
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
翌
日

が
祝
日
で
あ
る
日
曜
の
方

が
、
新
成
人
が
ゆ
っ
く
り

と
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
、
成
人
の
日
の

　

日
で
な
く
、
前
日
の　

１４

１３

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
流

山
出
身
の
ロ
ッ
ク
歌
手
・

サ
ン
プ
ラ
ザ
中
野
さ
ん
が
、

名
曲
ラ
ン
ナ
ー
と
共
に
舞

台
に
登
場
す
る
と
大
き
な

拍
手
や
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
平
野
翔
太

実
行
委
員
は
、「
家
族
や
地

域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

変
わ
ら
ず
に
持
ち
続
け
て

い
く
」
と
新
成
人
の
誓
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

べ
て
の
小
・
中
学
校
で
ビ

オ
ト
ー
プ
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
国
的
に
い
じ
め
や
自

殺
が
頻
発
す
る
今
日
、
学

校
ビ
オ
ト
ー
プ
は
、
命
の

尊
さ
や
自
然
の
大
切
さ
を

学
ぶ
教
材
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

は
、
２
月　

日
に
国
立
オ

１０

リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー

３
人
展
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

　

「
日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、日
曜
日
と
祝
日
に
、

出
張
所
ロ
ビ
ー
を
利
用
し

て
、
地
域
の
魅
力
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

流
山
の
女
性
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
和
の
作
品
展

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�
・

１０

　

日
�　

時
〜　

時
▽
内

１１

１１

１６

容
＝
明
治
初
期
頃
を
モ
デ

ル
と
し
た
陶
器
の
人
形
、

天
然
石
を
用
い
た
和
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
草
木
な
ど

の
天
然
染
料
で
染
め
上
げ

た
糸
で
織
っ
た
紬
（
３
人

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

展
示
・
販
売
）

　

Ｓ
Ｆ
Ｓ
合
奏
団
日
中
青

少
年
文
化
交
流
演
奏
会
プ

レ
イ
ベ
ン
ト

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１７

　

時
〜　

時
▽
内
容
＝
今

１２

１６

号
の
「
お
と
な
り
さ
ん
」

で
紹
介
し
て
い
る
Ｓ
Ｆ
Ｓ

の
中
国
壮
行
コ
ン
サ
ー
ト

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　

※
両
イ
ベ
ン
ト
と
も
会

場
は
流
山
お
お
た
か
の
森

Ｓ
・
Ｃ
３
階
市
出
張
所
ロ

ビ
ー
、
入
場
無
料
、
申
込

不
要

　

日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー
の

ご
利
用
を

　

日
頃
の
活
動
紹
介
や
イ

ベ
ン
ト
の
事
前
告
知
な
ど
、

日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー
の
利

用
希
望
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
課
に
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

健
康
づ
く
り
を
学
ぼ
う

健
康
づ
く
り
を
学
ぼ
う

調
理
実
習
や
運
動
に
挑
戦
を

調
理
実
習
や
運
動
に
挑
戦
を

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

調
理
実
習
や
運
動
を
通
じ

て
健
康
の
維
持
・
増
進
を

図
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

男
性
の
た
め
の
栄
養
講
座

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１５

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
保

１０

１３

健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定

員
＝
市
内
在
住
の
男
性
／

　

人
（
先
着
順
）
▽
内
容

３０＝
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
を
予
防

す
る
た
め
の
食
事
の
調
理

実
習
▽
参
加
費
＝
３
０
０

円
程
度
（
材
料
代
）
▽
持

ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
保

健
セ
ン
タ
ー
へ

健
康
づ
く
り
栄
養
講
座

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

２１

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１０

１１

３０

＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象

／
定
員
＝
市
民
／　

人
３０

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
カ

ブ
と
キ
ャ
ベ
ツ
を
使
っ
た

簡
単
お
や
つ
づ
く
り
▽
参

加
費
＝
１
０
０
円
（
材
料

代
）
▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
保

健
セ
ン
タ
ー
へ

か
ら
だ
づ
く
り
講
座

　

国
際
武
道
大
学
教
授
・

中
島
一
郎
さ
ん
を
講
師 

に
、「
心
も
喜
ぶ
、
体
に
や

さ
し
い
健
康
づ
く
り
の
運

動
」
を
テ
ー
マ
に
体
を
動

か
す
楽
し
さ
や
心
地
よ
さ

を
体
験
し
て
い
た
だ
く
実

技
中
心
の
講
座
で
す
。

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

２７

９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

（
受
け
付
け
は
９
時　

分
１５

〜
）▽
場
所
＝
初
石
公
民
館

▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／

１
３
０
人（
先
着
順
）▽
参

加
費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
筆
記

用
具
※
軽
い
運
動
が
で
き

る
服
装
で
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

ごみ行政のアンケートにご協力を
　市では、ごみ行政に皆さんの意見を反映させるための
意向調査を行います。調査票が届いた方はご協力をお願
いします。
　▽調査対象者＝２０歳以上の市民３,０００人（無作為抽 
出）▽調査方法＝調査用紙に必要事項を記入し、返信用
封筒で返送※詳細は問い合わせを
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

氏子の矢で鬼も退散　氏子の矢で鬼も退散

　ＮＨＫニュースでも放送された餅取りＮＨＫニュースでも放送された餅取り

１月に行われたビオトープ展　１月に行われたビオトープ展

サンプラザ中野さんも登場　サンプラザ中野さんも登場

（　）　　 第１１５５号５

　

バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
を
通

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

を
広
げ
て
い
る
植
田
し
づ

か
さ
ん
。
同
級
生
４
人
で

活
動
し
て
い
る
「
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
ひ
つ
じ
雲
」

は
、
江
戸
川
台
小

時
代
の
恩
師
・
篠

田
綾
子
先
生
の
お

嬢
さ
ん
か
ら
「
入

院
先
で
母
が
昔
を

懐
か
し
ん
で
植
田

さ
ん
の
バ
イ
オ
リ

ン
を
聴
き
た
が
っ

て
い
る
」と
聞
き
、

同
級
生
が
楽
器
を

持
ち
寄
っ
た
の
が

き
っ
か
け
。
残
念

な
が
ら
、
病
院
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
の
３
日
後
に
恩
師

は
他
界
さ
れ
た
が
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
を
結
成
し
、
流

山
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
登
録
。
病
院
や
幼

稚
園
な
ど
で
演
奏
活
動
を

続
け
る
。　

年
前
に
は
、

２０

市
制
施
行　

周
年
を
記
念

２０

し
て
結
成
の
機
運
が
高
ま

っ
た
流
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
の
発
足
に

も
関
わ
っ
た
。
家
族
の
介

護
な
ど
で
交
響
楽
団

の
活
動
が
軌
道
に
乗

っ
て
か
ら
降
板
。
一

貫
し
て
地
域
に
根
ざ

し
た
音
楽
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
主
宰

し
て
い
る
Ｓ
Ｆ
Ｓ
合

奏
団
は　

年
目
を
迎

２５

え
た
。
現
在
は
小
学

校
３
年
生
か
ら
大
学

２
年
生
ま
で
の
青
少

年　

人
が
中
心
。
個

１６
人
レ
ッ
ス
ン
で
終
わ

り
が
ち
な
子
ど
も
た
ち
の

バ
イ
オ
リ
ン
を
青
少
年
合

奏
団
と
し
て
継
続
し
、
高

齢
者
福
祉
施
設
で
の
演
奏

活
動
な
ど
に
広
げ
て
い
る
。

そ
ん
な
Ｓ
Ｆ
Ｓ
合
奏
団
が

中
国
に
招
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
壮
行
コ
ン

サ
ー
ト
が
、
２
月　

日
に

１１

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
で
、
３
月
１

日
に
は
流
山
市
文
化
会
館

で
行
わ
れ
る
。
指
揮
は
市

立
柏
高
校
吹
奏
楽
部
の
田

嶋
勉
さ
ん
、
中
国
の
楽
器

・
揚
琴
は
同
校
非
常
勤
講

師
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
も
出
演
し

て
い
る 
鄭  
宇 
さ
ん
、
創
作

て
い 
う

音
楽
劇
の
語
り
は
映
画

「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」
な

ど
に
出
演
し
た
伊
藤
未
希

さ
ん
、
舞
台
係
は
東
京
理

科
大
ギ
タ
ー
部
の
皆
さ
ん

と
地
域
の
力
が
結
集
。
音

楽
は
、
国
境
や
言
葉
を
越

え
る
心
の
翼
を
も
た
ら
す

も
の
。
Ｓ
Ｆ
Ｓ
合
奏
団
日

中
青
少
年
文
化
交
流
演
奏

会
壮
行
コ
ン
サ
ー
ト
の
ポ

ス
タ
ー
は
、
大
き
な
翼
を

持
つ
少
年
が
空
を
見
上
げ

て
い
る
。

音楽で日中文化交流を図る植田しづかさん
お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

３月１日に壮行コンサート

子どもたちの心に翼を

お
と
な
り
さ
ん

〈Vol.４１〉

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

も
の
を
肉
屋
に
売
り
込
ん

で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
ん
で
す
」

と
、川
和
社
長
。
こ
れ
が
、

包
装
業
界
で
雄
飛
す
る
川

和
の
基
礎
を
築
い
た
。

　

昭
和　

年
代
の
末
、
ス

３０

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開

店
し
始
め
た
。
食
品
ス
ー

パ
ー
で
は
商
品
を
白
い
お

皿
に
透
明
な
フ
ィ
ル
ム
で

包
む
。
ス
ー
パ
ー
は
、
ス

ー
ッ
と
出
来
て
パ
ッ
と
消

え
ち
ゃ
う
と
云
わ
れ
た
ぐ

ら
い
で
、
開
店
し
て
半
年

で
つ
ぶ
れ
る
店
も
あ
っ
た
。

そ
れ
で
老
舗
の
折
箱
屋
さ

ん
た
ち
は
手
を
出
さ
な
か

っ
た
。

　

「
そ
の
頃
、
私
ど
も
は

包
装
業
界
で
は
新
参
で
す
。

い
ち
早
く
ス
ー
パ
ー
さ
ん

の
将
来
性
を
見
越
し
て
、

ス
ー
パ
ー
さ
ん
と
も
取
引

し
、
そ
の
頃
に
得
た
信
用

が
今
日
伸
び
る
バ
ネ
に
な

り
ま
し
た
」
と
川
和
弘
行

社
長
。（
つ
づ
く
）

文
／
山
本
文
男

　㈱川和の本社

時
、
初
石
駅
に
乗
り
降
り

す
る
人
は
全
部
顔
見
知
り

で
し
た
ね
」
と
、
川
和
社

長
。

　

父
親
の
義
雄
は
、
兵
隊

か
ら
帰
っ
て
き
て
、
昭
和

　

年
、
西
初
石
で
近
所
の

２４材
木
屋
さ
ん
が
製
造
し
た

経
木
・
折
箱
の
販
売
を
す

る
個
人
商
店
を
始
め
た
。

　

「
経
木
と
い
う
の
は
、

杉
や
檜
の
角
材
を
薄
く
削

っ
た
も
の
。
山
師
た
ち
が

山
を
買
っ
て
、
そ
の
材
木

を
私
た
ち
が
買
う
わ
け 

で
、
親
父
が
よ
く
山
師
を

連
れ
て
き
ま
し
た
が
、
親

市民伝言板 
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　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、南流
山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館にある
掲載申込書（市ホームページからもダウンロード可）に必要事項を記
入の上、秘書広報課に提出を。なお、イベントは掲載希望号の１
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　流山の魅力再発見写真展＆シンポジウム（流山まちなみ会主催
・流山市民活動団体公益事業補助金制度認定事業）＝写真展は２

月４日�～２月８日�９時～２１時、シンポジウムは２月１０日�１４

時～１６時３０分、生涯学習センター。入場料無料□問 永元�７１５０

－０６３７

　１０歳若返る食事と健康美体操（日本成人病予防協会公認千葉県
健康管理士会東葛支部主催）＝２月１０日�１３時３０分～１６時３０分、

ほっとプラザ下花輪。参加費３００円□問 今井�７１５４－６０５５

　川島英一郎さんのピアノを聴く会（同実行委員会主催）＝２月
１０日�１３時３０分～１５時３０分、生涯学習センター。入場料５００円※

入場料の一部を流山市自閉症協会へ□問 市川�７１５８－５０１６

　流山市美術家協会歴代事務局長展（同協会主催、市教委後援）
＝２月１０日�～１６日	９時～１５時、生涯学習センター。入場料無

料□問 多々良�７１５３－３４４１

　第17回運河塾「江川・三ケ尾里山ビオトープの将来像」（利根
運河の生態系を守る会主催）＝２月１６日	１３時３０分～１６時４０分、

森の図書館。資料代３００円（高校生以下無料）□問 新保�７１５４

－６７４６

　アドビプレミヤＰＲＯ２．０・ＣＳ３セミナー（ビデオクラブ21主
催）＝２月１６日	１０時～１５時、生涯学習センター。参加費３,０００円

□問 飯島�７１４７－３３５５

　いけばなで“春をいける”（華道振興会・南ブロック主催）＝
２月１８日�１３時～１６時３０分、文化会館。初心者歓迎。花代１,２００円

□問 大川�０９０－１０５２－８９５４

　第３回チャリティーダンスの集い（流山シニアライオンズクラ
ブ主催）＝２月２３日	１３時３０分～１６時３０分、初石公民館。参加費

１,５００円※収益の一部は社会福祉協議会へ□問 阿部�７１５２－

５４４４

　ＳＦＳ合奏団日中青少年文化交流演奏会壮行コンサート（ＳＦ
Ｓ合奏団主催、市教委後援）＝３月１日	１８時～、文化会館。大

人２,５００円（前売り２,３００円）、小人１,５００円（前売り１,３００円）□問 小野

�０８０－５３７３－１０９４

イ ベ ン ト

サ ー ク ル
　Ｅ.Ｇ.Ｇ（外国人講師によるやさしい英会話）＝第１・３水曜
１３時３０分～１５時、初石公民館□問 千葉�７１５８－４６６７

　Ｎ.Ｅ.Ｗ（英語育児サークル・ネイティブから学ぼう育児英語！）
＝第２・４月曜１０時～１１時、南流山センター□問 ミワ�０９０－

６１２３－９５１７

　流山市立博物館友の会（歴史・文学・民芸散歩、博物・美術館
巡り、歴史民俗研究、文芸講座）＝毎月１回の各種行事のほかに

文章・朗読・川柳の自主講座を毎月１回□問 本田�７１５２－

２９４９

　ニイハオ中国語サークル＝毎週土曜９時～１２時、主に南流山セ
ンター※入門クラスあり□問 西澤�７１５９－２０１８

　赤い靴（簡単なバレエストレッチとジャズダンス）＝毎週火・
水曜１３時～１５時、ほっとプラザ下花輪ほか□問 宮下�０８０－

５６７７－４１３５

　もみじ会（料理教室）＝主に第３金曜１０時～１２時３０分、初石公
民館□問 久保田�７１５２－３０７１

　水彩画四季＝第２・４水曜９時３０分～１２時、森の図書館□問 依田
�７１５６－６０１２

　大東流合気武道本部（合気道基本形、小野派一刀流）＝毎週水
・土曜１８時～２１時、南流山中学校□問 石橋�７１５８－５７６４

　拳成会（全空連の空手の練習）＝毎週木曜１８時～１９時３０分（日
曜もあり）、成顕寺□問 桑原�７１５４－２３５０

　流山スクエアダンスクラブ＝毎週土曜１３時～１６時、文化会館、
南流山センターほか※初心者体験講習会あり□問 高野�７１５４－

２８２０

　初水会（水彩画）＝第２・４水曜１３時３０分～１６時、ほっとプラ
ザ下花輪。初心者歓迎□問 深津�７１５８－７８９２

　王将会（将棋）＝毎週火・金曜９時～１７時、主に流山福祉会館
□問 楜沢�７１５８－７２７２

　流山郵趣会（郵便切手収集）＝第４日曜１０時～１２時、赤城福祉
会館□問 植村�７１５８－３６２７
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万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

父
は
酒
が
飲
め
な
い
の
で
、

私
が
若
い
頃
か
ら
、
山
師

と
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
木

材
の
値
段
を
決
め
て
い
ま

し
た
」
と
、
弘
行
社
長
。

「
あ
の
頃
、
食
生
活
が
ア

メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
て
、

肉
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
肉
屋
さ
ん
で
は
竹
皮

で
肉
を
包
ん
だ
の
で
す
が
、

肉
の
需
要
が
伸
び
て
、
竹

皮
が
需
要
に
追
い
つ
か
な

い
。
そ
の
時
、
京
都
の
包

材
屋
が
、
人
造
竹
皮
と
い

う
、
紙
に
竹
の
皮
の
模
様

を
印
刷
し
て
、
そ
れ
を
経

木
に
す
る
実
用
新
案
を
と

っ
た
。
関
東
で
は
、
私
が

い
ち
早
く
そ
れ
を
取
り
入

れ
、
竹
の
皮
そ
っ
く
り
に

印
刷
し
た
紙
に
、
ロ
ウ
を

ひ
い
て
加
熱
、
消
毒
し
た

昭
和
の
流
山
産
業
史 

（３５） 

㈱
川
和
の
最
初
の
ヒ
ッ
ト 

商
品
は
人
造
竹
皮 

　

い
ま
や
、
流
山
を
代
表

す
る
企
業
の
一
つ
に
な
っ

た
㈱
川
和
だ
が
、
川
和
弘

行
社
長
は
、
川
和
義
雄
・

よ
し
子
夫
妻
の
長
男
と
し

て
昭
和　

年
１
月　

日
、

１１

２６

東
京
下
町
、
両
国
で
生
ま

れ
た
。
戦
時
中
に
、
東
葛

飾
郡
八
木
村
初
石
新
田

（
現
在
の
流
山
市
西
初

石
）
に
疎
開
。
小
学
校
３

年
の
時
で
あ
る
。
八
木
北

小
、
八
木
北
中
（
現
在
は

な
い
）か
ら
東
葛
高
校
へ
。

　

「
初
石
新
田
の
世
帯
は

百
軒
ぐ
ら
い
で
、
子
ど
も

の
天
国
で
し
た
。
遊
び
で

は
、
わ
れ
わ
れ
は
早
め
に

草
野
球
を
始
め
た
。
ボ
ー

ル
を
自
分
で
作
り
、
グ
ロ

ー
ブ
は
親
に
厚
い
布
で
作

っ
て
も
ら
っ
た
。
高
校
の

矢
に
願
い
、鬼
を
射
る

鰭
ケ
崎
の
お
び
し
ゃ
行
事

　

１
月　

日
、
鰭
ケ
崎
の

２０

 
雷 
神
社
で
市
指
定
無
形
民

い
か
づ
ち

俗
文
化
財
の
お
び
し
ゃ
行

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
び
し
ゃ
保
存
会
（
渡

辺
繁
会
長
）
に
よ
っ
て
続

け
ら
れ
て
い
る
こ
の
行
事

は
、
江
戸
時
代
の
享
保
年

間（
１
７
１
６
〜
３
６
年
）

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
社
殿
の

中
で
七
福
神
に
扮
装
し
た

当
番
か
ら
、
７
人
の
裃
姿

の
次
の
当
番
へ
と
「
ト
ウ

渡
し
」
と
い
う
当
番
の
引

き
継
ぎ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ウ
渡
し
が
終
わ
る
と

社
殿
前
か
ら
赤
鬼
、
青
鬼

が
描
か
れ
た
的
に
向
か
っ

て
矢
を
射
ま
す
。

　

そ
の
後
、 
直  
会 
が
行
わ

な
お 
ら
い

れ
、
会
場
に
は
、
社
殿
に

供
え
て
あ
っ
た
松
の
盆
栽

と
、
大
根
の
胴
体
に
流
山

名
産
の
ネ
ギ
で
首
を
つ
け

た
鶴
、
聖
護
院
大
根
と
い

う
丸
い
大
根
を
半
分
に
し

て
ゴ
ボ
ウ
で
頭
を
つ
く
っ

た
亀
の
飾
り
物
を
置
い
て

正
月
を
祝
い
ま
す
。

　

夜
に
は
、
次
の
当
番
の

筆
頭
で
あ
る
「 
初  
戸 
」
の

は
な 
と

洞
下
忠
夫
さ
ん
宅
ま
で
歩

い
て
「
送
り
込
み
」
を
し
、

衣
装
な
ど
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。

２
小
学
校
が
銀
・
銅
賞

全
国
ビ
オ
ト
ー
プ
・
コ
ン
ク
ー
ル

　

昨
年
か
ら
審
査
が
進
め

ら
れ
て
い
た
「
第　

回
全

１０

国
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
・
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
流
山
北
小

学
校
が
銀
賞
、
東
深
井
小

学
校
が
銅
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　

�
日
本
生
態
系
協
会
の

主
催
、文
科
省
や
環
境
省
、

国
交
省
、農
水
省
、　

厚
労

省
な
ど
の
後
援
で
行
わ
れ

た
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

　

流
山
市
で
は
、
学
校
の

中
で
自
然
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
平
成　

年
度
か

１６

ら　

年
度
ま
で
に
児
童
・

１９
生
徒
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の

皆
さ
ん
な
ど
が
協
働
し
て

ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
、
来
年
度
に
向
け

移
転
と
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
る
小
山
小
を
除
く
す

今
年
の
占
い
は
豊
作

茂
侶
神
社
の
ヂ
ン
ガ
ラ
餅
行
事

　

餅
の
割
れ
具
合
に
よ
り
、

そ
の
年
の
農
作
物
の
作
柄

を
占
う
「
ヂ
ン
ガ
ラ
餅
行

事
」
が
、
１
月
６
日
、
三

や
米
な
ど
八
種
類
の
供
え

物
、
八
種
類
の
野
菜
な
ど

の
入
っ
た
芋
汁
の
ほ
か
、

和
菓
子
「
藤
屋
」
さ
ん
か

輪
野
山
の
茂
侶
神
社
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
市
指
定
無

５２

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
現
在
、
ヂ
ン
ガ
ラ
餅

保
存
会（
堀
江
啓
亮
会
長
）

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
社
殿
に
は
、
お
神
酒

ら
「
ヂ
ン
ガ
ラ
餅
」
と
い

う
流
山
ふ
る
さ
と
産
品
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
ト
ウ
渡
し
」
と
呼
ば

れ
る
次
の
年
番
へ
の
引
き

継
ぎ
な
ど
が
厳
粛
に
行
わ

れ
た
後
、
い
よ
い
よ
餅
取

り
衆
が
入
場
。
５
升
の
固

い
餅
が
投
げ
入
れ
ら
れ
る

と
、
上
半
身
裸
の
男
衆
が

餅
を
奪
い
合
い
、
ひ
と
か

た
ま
り
と
な
っ
て
右
へ
左

へ
と
揉
み
合
い
が
続
き
、

約
１
時
間
で
き
れ
い
に
割

れ
て「
豊
作
間
違
い
な
し
」

と
占
わ
れ
ま
し
た
。

若
者
の
手
づ
く
り
で

成
人
式
を
自
ら
企
画
運
営

　

１
月　

日
、
文
化
会
館

１３

で
成
人
式
「　

歳
を
祝
う

２０

つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
内
で
は
、
１
５
９

４
人
が
大
人
へ
の
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
、
１
０
０
４

人
で
参
加
率
は　

・　

％
。

６２

９９

本
市
で
は
、
昭
和　

年
か

５８

ら
新
成
人
で
構
成
す
る
実

行
委
員
会
に
よ
る
手
づ
く

り
成
人
式
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
翌
日

が
祝
日
で
あ
る
日
曜
の
方

が
、
新
成
人
が
ゆ
っ
く
り

と
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
、
成
人
の
日
の

　

日
で
な
く
、
前
日
の　

１４

１３

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
流

山
出
身
の
ロ
ッ
ク
歌
手
・

サ
ン
プ
ラ
ザ
中
野
さ
ん
が
、

名
曲
ラ
ン
ナ
ー
と
共
に
舞

台
に
登
場
す
る
と
大
き
な

拍
手
や
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
平
野
翔
太

実
行
委
員
は
、「
家
族
や
地

域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

変
わ
ら
ず
に
持
ち
続
け
て

い
く
」
と
新
成
人
の
誓
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

べ
て
の
小
・
中
学
校
で
ビ

オ
ト
ー
プ
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
国
的
に
い
じ
め
や
自

殺
が
頻
発
す
る
今
日
、
学

校
ビ
オ
ト
ー
プ
は
、
命
の

尊
さ
や
自
然
の
大
切
さ
を

学
ぶ
教
材
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

は
、
２
月　

日
に
国
立
オ

１０

リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー

３
人
展
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

　

「
日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、日
曜
日
と
祝
日
に
、

出
張
所
ロ
ビ
ー
を
利
用
し

て
、
地
域
の
魅
力
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

流
山
の
女
性
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
和
の
作
品
展

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�
・

１０

　

日
�　

時
〜　

時
▽
内

１１

１１

１６

容
＝
明
治
初
期
頃
を
モ
デ

ル
と
し
た
陶
器
の
人
形
、

天
然
石
を
用
い
た
和
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
草
木
な
ど

の
天
然
染
料
で
染
め
上
げ

た
糸
で
織
っ
た
紬
（
３
人

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

展
示
・
販
売
）

　

Ｓ
Ｆ
Ｓ
合
奏
団
日
中
青

少
年
文
化
交
流
演
奏
会
プ

レ
イ
ベ
ン
ト

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１７

　

時
〜　

時
▽
内
容
＝
今

１２

１６

号
の
「
お
と
な
り
さ
ん
」

で
紹
介
し
て
い
る
Ｓ
Ｆ
Ｓ

の
中
国
壮
行
コ
ン
サ
ー
ト

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　

※
両
イ
ベ
ン
ト
と
も
会

場
は
流
山
お
お
た
か
の
森

Ｓ
・
Ｃ
３
階
市
出
張
所
ロ

ビ
ー
、
入
場
無
料
、
申
込

不
要

　

日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー
の

ご
利
用
を

　

日
頃
の
活
動
紹
介
や
イ

ベ
ン
ト
の
事
前
告
知
な
ど
、

日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー
の
利

用
希
望
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
課
に
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

健
康
づ
く
り
を
学
ぼ
う

健
康
づ
く
り
を
学
ぼ
う

調
理
実
習
や
運
動
に
挑
戦
を

調
理
実
習
や
運
動
に
挑
戦
を

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

調
理
実
習
や
運
動
を
通
じ

て
健
康
の
維
持
・
増
進
を

図
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

男
性
の
た
め
の
栄
養
講
座

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１５

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
保

１０

１３

健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定

員
＝
市
内
在
住
の
男
性
／

　

人
（
先
着
順
）
▽
内
容

３０＝
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
を
予
防

す
る
た
め
の
食
事
の
調
理

実
習
▽
参
加
費
＝
３
０
０

円
程
度
（
材
料
代
）
▽
持

ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
保

健
セ
ン
タ
ー
へ

健
康
づ
く
り
栄
養
講
座

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

２１

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１０

１１

３０

＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象

／
定
員
＝
市
民
／　

人
３０

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
カ

ブ
と
キ
ャ
ベ
ツ
を
使
っ
た

簡
単
お
や
つ
づ
く
り
▽
参

加
費
＝
１
０
０
円
（
材
料

代
）
▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
保

健
セ
ン
タ
ー
へ

か
ら
だ
づ
く
り
講
座

　

国
際
武
道
大
学
教
授
・

中
島
一
郎
さ
ん
を
講
師 

に
、「
心
も
喜
ぶ
、
体
に
や

さ
し
い
健
康
づ
く
り
の
運

動
」
を
テ
ー
マ
に
体
を
動

か
す
楽
し
さ
や
心
地
よ
さ

を
体
験
し
て
い
た
だ
く
実

技
中
心
の
講
座
で
す
。

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

２７

９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

（
受
け
付
け
は
９
時　

分
１５

〜
）▽
場
所
＝
初
石
公
民
館

▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／

１
３
０
人（
先
着
順
）▽
参

加
費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
筆
記

用
具
※
軽
い
運
動
が
で
き

る
服
装
で
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

ごみ行政のアンケートにご協力を
　市では、ごみ行政に皆さんの意見を反映させるための
意向調査を行います。調査票が届いた方はご協力をお願
いします。
　▽調査対象者＝２０歳以上の市民３,０００人（無作為抽 
出）▽調査方法＝調査用紙に必要事項を記入し、返信用
封筒で返送※詳細は問い合わせを
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

氏子の矢で鬼も退散　氏子の矢で鬼も退散

　ＮＨＫニュースでも放送された餅取りＮＨＫニュースでも放送された餅取り

１月に行われたビオトープ展　１月に行われたビオトープ展

サンプラザ中野さんも登場　サンプラザ中野さんも登場

（　）　　 第１１５５号５

　

バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
を
通

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

を
広
げ
て
い
る
植
田
し
づ

か
さ
ん
。
同
級
生
４
人
で

活
動
し
て
い
る
「
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
ひ
つ
じ
雲
」

は
、
江
戸
川
台
小

時
代
の
恩
師
・
篠

田
綾
子
先
生
の
お

嬢
さ
ん
か
ら
「
入

院
先
で
母
が
昔
を

懐
か
し
ん
で
植
田

さ
ん
の
バ
イ
オ
リ

ン
を
聴
き
た
が
っ

て
い
る
」と
聞
き
、

同
級
生
が
楽
器
を

持
ち
寄
っ
た
の
が

き
っ
か
け
。
残
念

な
が
ら
、
病
院
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
の
３
日
後
に
恩
師

は
他
界
さ
れ
た
が
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
を
結
成
し
、
流

山
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
登
録
。
病
院
や
幼

稚
園
な
ど
で
演
奏
活
動
を

続
け
る
。　

年
前
に
は
、

２０

市
制
施
行　

周
年
を
記
念

２０

し
て
結
成
の
機
運
が
高
ま

っ
た
流
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
の
発
足
に

も
関
わ
っ
た
。
家
族
の
介

護
な
ど
で
交
響
楽
団

の
活
動
が
軌
道
に
乗

っ
て
か
ら
降
板
。
一

貫
し
て
地
域
に
根
ざ

し
た
音
楽
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
主
宰

し
て
い
る
Ｓ
Ｆ
Ｓ
合

奏
団
は　

年
目
を
迎

２５

え
た
。
現
在
は
小
学

校
３
年
生
か
ら
大
学

２
年
生
ま
で
の
青
少

年　

人
が
中
心
。
個

１６
人
レ
ッ
ス
ン
で
終
わ

り
が
ち
な
子
ど
も
た
ち
の

バ
イ
オ
リ
ン
を
青
少
年
合

奏
団
と
し
て
継
続
し
、
高

齢
者
福
祉
施
設
で
の
演
奏

活
動
な
ど
に
広
げ
て
い
る
。

そ
ん
な
Ｓ
Ｆ
Ｓ
合
奏
団
が

中
国
に
招
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
壮
行
コ
ン

サ
ー
ト
が
、
２
月　

日
に

１１

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
で
、
３
月
１

日
に
は
流
山
市
文
化
会
館

で
行
わ
れ
る
。
指
揮
は
市

立
柏
高
校
吹
奏
楽
部
の
田

嶋
勉
さ
ん
、
中
国
の
楽
器

・
揚
琴
は
同
校
非
常
勤
講

師
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
も
出
演
し

て
い
る 
鄭  
宇 
さ
ん
、
創
作

て
い 
う

音
楽
劇
の
語
り
は
映
画

「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」
な

ど
に
出
演
し
た
伊
藤
未
希

さ
ん
、
舞
台
係
は
東
京
理

科
大
ギ
タ
ー
部
の
皆
さ
ん

と
地
域
の
力
が
結
集
。
音

楽
は
、
国
境
や
言
葉
を
越

え
る
心
の
翼
を
も
た
ら
す

も
の
。
Ｓ
Ｆ
Ｓ
合
奏
団
日

中
青
少
年
文
化
交
流
演
奏

会
壮
行
コ
ン
サ
ー
ト
の
ポ

ス
タ
ー
は
、
大
き
な
翼
を

持
つ
少
年
が
空
を
見
上
げ

て
い
る
。

音楽で日中文化交流を図る植田しづかさん
お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

３月１日に壮行コンサート

子どもたちの心に翼を

お
と
な
り
さ
ん

〈Vol.４１〉

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

も
の
を
肉
屋
に
売
り
込
ん

で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
ん
で
す
」

と
、川
和
社
長
。
こ
れ
が
、

包
装
業
界
で
雄
飛
す
る
川

和
の
基
礎
を
築
い
た
。

　

昭
和　

年
代
の
末
、
ス

３０

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開

店
し
始
め
た
。
食
品
ス
ー

パ
ー
で
は
商
品
を
白
い
お

皿
に
透
明
な
フ
ィ
ル
ム
で

包
む
。
ス
ー
パ
ー
は
、
ス

ー
ッ
と
出
来
て
パ
ッ
と
消

え
ち
ゃ
う
と
云
わ
れ
た
ぐ

ら
い
で
、
開
店
し
て
半
年

で
つ
ぶ
れ
る
店
も
あ
っ
た
。

そ
れ
で
老
舗
の
折
箱
屋
さ

ん
た
ち
は
手
を
出
さ
な
か

っ
た
。

　

「
そ
の
頃
、
私
ど
も
は

包
装
業
界
で
は
新
参
で
す
。

い
ち
早
く
ス
ー
パ
ー
さ
ん

の
将
来
性
を
見
越
し
て
、

ス
ー
パ
ー
さ
ん
と
も
取
引

し
、
そ
の
頃
に
得
た
信
用

が
今
日
伸
び
る
バ
ネ
に
な

り
ま
し
た
」
と
川
和
弘
行

社
長
。（
つ
づ
く
）

文
／
山
本
文
男

　㈱川和の本社

時
、
初
石
駅
に
乗
り
降
り

す
る
人
は
全
部
顔
見
知
り

で
し
た
ね
」
と
、
川
和
社

長
。

　

父
親
の
義
雄
は
、
兵
隊

か
ら
帰
っ
て
き
て
、
昭
和

　

年
、
西
初
石
で
近
所
の

２４材
木
屋
さ
ん
が
製
造
し
た

経
木
・
折
箱
の
販
売
を
す

る
個
人
商
店
を
始
め
た
。

　

「
経
木
と
い
う
の
は
、

杉
や
檜
の
角
材
を
薄
く
削

っ
た
も
の
。
山
師
た
ち
が

山
を
買
っ
て
、
そ
の
材
木

を
私
た
ち
が
買
う
わ
け 

で
、
親
父
が
よ
く
山
師
を

連
れ
て
き
ま
し
た
が
、
親

市民伝言板 

□ 問 秘書広報課 � 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、南流
山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館にある
掲載申込書（市ホームページからもダウンロード可）に必要事項を記
入の上、秘書広報課に提出を。なお、イベントは掲載希望号の１
カ月前までに。 
　掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・場所、
問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でするように
お願いします。 

－ 

　流山の魅力再発見写真展＆シンポジウム（流山まちなみ会主催
・流山市民活動団体公益事業補助金制度認定事業）＝写真展は２

月４日�～２月８日�９時～２１時、シンポジウムは２月１０日�１４

時～１６時３０分、生涯学習センター。入場料無料□問 永元�７１５０

－０６３７

　１０歳若返る食事と健康美体操（日本成人病予防協会公認千葉県
健康管理士会東葛支部主催）＝２月１０日�１３時３０分～１６時３０分、

ほっとプラザ下花輪。参加費３００円□問 今井�７１５４－６０５５

　川島英一郎さんのピアノを聴く会（同実行委員会主催）＝２月
１０日�１３時３０分～１５時３０分、生涯学習センター。入場料５００円※

入場料の一部を流山市自閉症協会へ□問 市川�７１５８－５０１６

　流山市美術家協会歴代事務局長展（同協会主催、市教委後援）
＝２月１０日�～１６日	９時～１５時、生涯学習センター。入場料無

料□問 多々良�７１５３－３４４１

　第17回運河塾「江川・三ケ尾里山ビオトープの将来像」（利根
運河の生態系を守る会主催）＝２月１６日	１３時３０分～１６時４０分、

森の図書館。資料代３００円（高校生以下無料）□問 新保�７１５４

－６７４６

　アドビプレミヤＰＲＯ２．０・ＣＳ３セミナー（ビデオクラブ21主
催）＝２月１６日	１０時～１５時、生涯学習センター。参加費３,０００円

□問 飯島�７１４７－３３５５

　いけばなで“春をいける”（華道振興会・南ブロック主催）＝
２月１８日�１３時～１６時３０分、文化会館。初心者歓迎。花代１,２００円

□問 大川�０９０－１０５２－８９５４

　第３回チャリティーダンスの集い（流山シニアライオンズクラ
ブ主催）＝２月２３日	１３時３０分～１６時３０分、初石公民館。参加費

１,５００円※収益の一部は社会福祉協議会へ□問 阿部�７１５２－

５４４４

　ＳＦＳ合奏団日中青少年文化交流演奏会壮行コンサート（ＳＦ
Ｓ合奏団主催、市教委後援）＝３月１日	１８時～、文化会館。大

人２,５００円（前売り２,３００円）、小人１,５００円（前売り１,３００円）□問 小野

�０８０－５３７３－１０９４

イ ベ ン ト

サ ー ク ル
　Ｅ.Ｇ.Ｇ（外国人講師によるやさしい英会話）＝第１・３水曜
１３時３０分～１５時、初石公民館□問 千葉�７１５８－４６６７

　Ｎ.Ｅ.Ｗ（英語育児サークル・ネイティブから学ぼう育児英語！）
＝第２・４月曜１０時～１１時、南流山センター□問 ミワ�０９０－

６１２３－９５１７

　流山市立博物館友の会（歴史・文学・民芸散歩、博物・美術館
巡り、歴史民俗研究、文芸講座）＝毎月１回の各種行事のほかに

文章・朗読・川柳の自主講座を毎月１回□問 本田�７１５２－

２９４９

　ニイハオ中国語サークル＝毎週土曜９時～１２時、主に南流山セ
ンター※入門クラスあり□問 西澤�７１５９－２０１８

　赤い靴（簡単なバレエストレッチとジャズダンス）＝毎週火・
水曜１３時～１５時、ほっとプラザ下花輪ほか□問 宮下�０８０－

５６７７－４１３５

　もみじ会（料理教室）＝主に第３金曜１０時～１２時３０分、初石公
民館□問 久保田�７１５２－３０７１

　水彩画四季＝第２・４水曜９時３０分～１２時、森の図書館□問 依田
�７１５６－６０１２

　大東流合気武道本部（合気道基本形、小野派一刀流）＝毎週水
・土曜１８時～２１時、南流山中学校□問 石橋�７１５８－５７６４

　拳成会（全空連の空手の練習）＝毎週木曜１８時～１９時３０分（日
曜もあり）、成顕寺□問 桑原�７１５４－２３５０

　流山スクエアダンスクラブ＝毎週土曜１３時～１６時、文化会館、
南流山センターほか※初心者体験講習会あり□問 高野�７１５４－

２８２０

　初水会（水彩画）＝第２・４水曜１３時３０分～１６時、ほっとプラ
ザ下花輪。初心者歓迎□問 深津�７１５８－７８９２

　王将会（将棋）＝毎週火・金曜９時～１７時、主に流山福祉会館
□問 楜沢�７１５８－７２７２

　流山郵趣会（郵便切手収集）＝第４日曜１０時～１２時、赤城福祉
会館□問 植村�７１５８－３６２７
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★印のあるものは市主催のものです 

相談あんない（２月）
　相談日が祝・休日など
の場合は、休みとなりま
す。事前に問い合わせを。
　

＝市民相談室の相談＝ 
 �７　１　５　８－１　６　１　６

 
①法律相談（予約制）
火・木曜（１３：００～１５：４０）
　
②悩みごと相談（予約制）
（人権・行政）
４日・１８日・２５日
（１０：００～１５：００）
　
③税務相談（予約制）　
６日（１３：００～１６：３０）
　
④登記相談（予約制）
１３日（１３：００～１５：４０）
　

⑤交通事故相談（予約制）
１８日（１０：００～１５：００）

⑥不動産相談（予約制）
２０日（１３：００～１６：３０）
　 
⑦暮らしの手続き相談（予約制）
　※予約は前日までに
２日（１３：００～１５：００）
１５日（１３：００～１６：００）
　※２日は南流山センター
で出張相談

　
⑧外国人相談（予約制）
※予約は１週間前までに
２７日（１３：００～１６：００）
　

＝その他の相談＝

消費生活相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　消費生活センター
□問 同センター�７１５８－
０９９９

子供悩みごと相談　
月～金曜（１０：００～１６：００）
　家庭児童相談室
□問 同相談室�７１５８－４１４４
　

育児相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
　子育て支援センター
ゆうゆう
□問 同センター�７１４４－７９２６
　
子育て電話相談
月～金曜（９：００～１６：００）
土曜（９：００～１１：３０）　
□問 平和台保育所�７１５８－
１４３５／江戸川台保育所�
７１５２－０６４８／向小金保育
所�７１７４－８８５３
　

心配ごと相談
水曜（１０：００～１５：００）
　ケアセンター
□問 社会福祉協議会�７１５９
－４７３５

教育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
※第３水曜を除く
　教育研究企画室
□問 教育相談室�７１５０－
８３９０
　

青少年相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
※第３水曜を除く
　青少年指導センター
□問 同センター相談室�
７１５８－７８３０
　　
療育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　つばさ学園内療育相談室
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４

障害者就労相談
月～金曜、２４日�
（９：００～１７：００）
※平日のみ予約制
　障害者就労支援センター
□問 同センター�７１５５－
６４２１
　
幼児ことばの相談室
月～金曜（９：００～１６：００）
　ケアセンター
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４
　
心の相談（予約制）
４日・１８日
（１３：００～１６：００）
　心の相談室
□問 障害者支援課�７１５０－
６０８１

酒害相談
１０日（１３：００～１５：００）
　向小金福祉会館
５日・２２日（１８：３０～２０：３０）
　江戸川台福祉会館
□問 流山断酒新生会�７１５３
－７４２２

　
年金相談（予約制）
８日（９：３０～１５：３０）
　市役所（３０８会議室）
　※先着１２人
□問 国保年金課�７１５０－
６１１０
　

わが家の耐震相談・無料診断
　月～金曜
　（９：００～１６：００）
　昭和５６年以前建築の木造
住宅対象

　□問 建築住宅課�７１５０－
６０８８

�
　

★ 
国  
際  
交 

こ
く 
さ
い 
こ
う 
流 
サ
ロ
ン 

り
ゅ
う

（
流
山
市
国
際
交
流
協

会
、
公
民
館
共
催
）

　

▽
日
時
＝
２
月
６
日
�

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
文

１０

１２

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

市
民
／　

人
（
先
着
順
）

２０

▽
内
容
＝
同
協
会
員
・
金

城
博
文
さ
ん
（
ボ
リ
ビ
ア

出
身
）
ほ
か
に
よ
る
講
演 

「
ボ
リ
ビ
ア
の
紹
介
」、

「
外
国
で
の
失
敗
談
、
珍

し
い
体
験
」
な
ど
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
ど
ん
ぐ
り
笛
づ
く
り
」

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１０

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
中
央
図
書
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
小
・
中

学
生
（
保
護
者
の
参
加
も

可
）
／　

人
（
先
着
順
）

２０

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
電
話
で
博
物
館
へ

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
軽
ス
ポ
ー
ツ
用
具
活

用
講
習
会

　

▽
日
時
＝
２
月
９
日
�

講
座
・
講
演

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
市
民
総
合
体
育
館

▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／

　

人
（
先
着
順
）
▽
持
ち

３０物
＝
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
、
水
筒
な
ど
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

★
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

の
教
室

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
を
会
場
に
、
市

民
の
方
を
対
象
と
し
た
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　

①
廃
ガ
ラ
ス
で
ブ
ロ
ー

チ
づ
く
り

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

２６

　

時
〜　

時
▽
定
員
＝　

１３

１５

１２

人
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加

費
＝
１
０
０
円（
材
料
代
）

　

②
健
康
ぞ
う
り
づ
く
り

　

▽
日
時
＝
３
月
３
日
�

　

時
〜　

時
▽
定
員
＝　

１０

１６

２０

人
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加

費
＝
３
０
０
円（
材
料
代
）

▽
持
ち
物
＝
古
バ
ス
タ
オ

ル
、
は
さ
み
、
昼
食

　

【
申
し
込
み
】

　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
に

つ
き
１
講
座
）に
講
座
名
、

開
催
日
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
返
信
用
に
宛

名
を
明
記
の
上
、
２
月　
１５

　献血にご協力を　
　
　▽日時＝２月１５日�１０時～１６時▽場所＝流
山市役所▽献血のできる方＝１６歳～６９歳の
健康な方（６５歳以上の方は、６０歳から６４歳
までに献血経験がある方）※献血カードを
お持ちの方は持参
　□問 保健センター�７１５４－０３３１

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
の

上
、
２
月　

日
（
必
着
）

１３

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
６
流
山
市
加
１
―　

―
１６

２
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

講
座

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
、
次
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

　

①
た
の
し
い
は
が
き
絵

講
座
（
全
４
回
）

　

▽
期
日
＝
２
月
５
日
〜

２
月　

日
の
毎
週
火
曜
▽

２６

時
間
＝　

時　

分
〜　

時

１３

３０

１５

　

分
▽
定
員
＝　

人
（
先

３０

１５

着
順
）
▽
参
加
費
＝
２
０

０
０
円
（
別
途
材
料
代
１

０
０
０
円
程
度
）

　

②
基
礎
か
ら
学
べ
る
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

講
座

　

▽
期
日
＝
２
月
８
日
�
、

３
月　

日
�
※
い
ず
れ
か

１４

選
択
▽
時
間
＝
①　

時
〜

１４

　

時
②　

時
〜　

時
※
①

１６

１９

２１

②
い
ず
れ
か
選
択
▽
定
員

＝
各　

人
（
先
着
順
）
▽

１５

参
加
費
＝
１
回
１
０
０
０

円
（
別
途
材
料
代
３
５
０

０
円
程
度
）

　

③
や
さ
し
い
デ
ジ
カ
メ

講
座
・
初
級
（
全
４
回
）

　

▽
期
日
＝
①
火
曜
コ
ー

ス
…
２
月　

日
・　

日
、

１９

２６

３
月　

日
・　

日
②
金
曜

１１

１８

コ
ー
ス
…
２
月
８
日
・　
１５

日
・　

日
・　

日
※
①
② 

２２

２９

い
ず
れ
か
選
択
▽
時
間
＝

　

時
〜　

時
▽
定
員
＝
各

１０

１２

　

人
（
先
着
順
）
▽
参
加

２０

費
＝
４
０
０
０
円
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円
）

　

【
申
し
込
み
】

　

電
話
で
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

　

政
令
指
定
都
市
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
東
葛
広
域
行
政

連
絡
協
議
会
主
催
）

　

▽
日
時
＝
２
月
５
日
�

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１３

３０

１６

＝
松
戸
市
民
劇
場
（
松
戸

市
）
▽
対
象
／
定
員
＝
東

葛
地
域
に
在
住
の
方
／
３

３
０
人
（
先
着
順
）
▽
内

容
＝
政
令
指
定
都
市
制
度

の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
、

大
杉
覚
さ
ん
（
首
都
大
学

東
京
大
学
院
教
授
）
に
よ

る
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
企
画
政
策
課
へ

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

　

健
康
講
演
会
「
高
齢
期

を
元
気
で
過
ご
す
」

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

２６

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１３

３０

１６

＝
文
化
会
館
▽
定
員
＝
８

２
０
人
（
先
着
順
）
▽
内

容
＝
講
演
「
か
ら
だ
と
心

の
元
気
づ
く
り
」、手
軽
に

で
き
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
法

の
指
導
▽
講
師
＝
武
井
正

子
さ
ん
（
順
天
堂
大
学
名

誉
教
授
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ

　

□問
 

流
山
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
流
山
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
事
務
局
�
７
１

５
９
―
４
７
３
５

　

第　

回
産
学
官
シ
ン
ポ

１８

ジ
ウ
ム（
東
京
理
科
大
学
、

流
山
市
商
工
会
、
野
田
商

工
会
議
所
等
共
催
）

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

２６

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
東

１４

１７

京
理
科
大
学
・
野
田
校
舎

（
野
田
市
）
▽
内
容
＝
環

境
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
市

内
在
住
の
山
本
良
一
さ
ん

（
東
大
生
産
技
術
研
究
所

教
授
）
に
よ
る
基
調
講
演

「
暴
走
へ
向
か
う
地
球
温

暖
化
〜
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

総
動
員
し
て
立
ち
向
か
お

う
〜
」、大
学
や
企
業
に
お

け
る
環
境
へ
の
取
り
組
み

お
よ
び
研
究
事
例
の
紹
介

な
ど
▽
参
加
費
＝
無
料
※

終
了
後
の
交
流
会
に
参
加

す
る
方
は
３
０
０
０
円
▽

申
し
込
み
＝
２
月　

日
ま

１５

で
に
電
話
で
流
山
市
商
工

会
へ
（
土
・
日
曜
、
祝
日

を
除
く
）

　

□問
 

流
山
市
商
工
会
�
７

１
５
８
―
６
１
１
１

　

不
妊
に
悩
む
方
へ
の
講

演
会

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

２９

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１６

３０

場
所
＝
柏
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
柏
市
）
▽
定
員
＝

１
０
０
人
（
先
着
順
）
▽

講
師
＝
金
子
透
子
さ
ん 

（
国
保
松
戸
市
立
病
院
産

婦
人
科
医
長
）
ほ
か
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
２
月
４
日
か
ら
電
話
で

柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
専
用
電
話
）
�
７
１

６
０
―
１
０
１
６

半
〜
就
学
前
児
）
を
希
望

の
方
は
子
ど
も
の
名
前
と

年
齢
、
返
信
用
に
宛
名
を

明
記
の
上
、２
月　

日（
必

１３

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流
山
市
加
１
―

　

―
２
文
化
会
館
へ

１６
　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
デ
ジ
カ
メ
写
真
の
編

集
講
座
（
全
４
回
）

　

▽
期
日
＝
３
月
５
日
�

・
６
日
�
・　

日
�
・　

日

１２

１３

�
▽
時
間
＝
９
時　

分
〜

３０

　

時
▽
場
所
＝
文
化
会
館

１２▽
対
象
／
定
員
＝
ワ
ー
ド

が
使
え
る
方
／　

人
（
多

２０

数
抽
選
）
▽
内
容
＝
デ
ジ

カ
メ
撮
影
の
写
真
を
パ
ソ

コ
ン
に
取
り
込
み
、
ト
リ

ミ
ン
グ
や
サ
イ
ズ
変
更
し
、

メ
ー
ル
添
付
や
写
真
入
り

ハ
ガ
キ
を
作
成
▽
参
加
費

＝
２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
等
）
▽
持
ち
物
＝
デ

ジ
カ
メ
一
式
、
フ
ラ
ッ
シ

ュ
メ
モ
リ
ー
、
筆
記
用
具

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に
講
座
名
、
住
所
、
氏

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

７
０
―
０
１
７
４
流
山
市

下
花
輪
１
９
１
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
ケ
ロ
ク
ル
ク
ラ
ブ
・

リ
サ
イ
ク
ル
手
芸
教
室

　

▽
日
時
＝
３
月
１
日
�

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
リ

１０

１６

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
･
プ
ラ

ザ
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市

内
小
学
４
年
生
〜
中
学
生

／　

人
（
多
数
抽
選
）
▽

１０
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
材

料
代
）
▽
持
ち
物
＝
裁
縫

道
具
、
昼
食
▽
申
し
込
み

＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座 

名
、開
催
日
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
返
信
用
に
宛

名
を
明
記
の
上
、
２
月　
１５

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

７
０
―
０
１
７
４
流
山
市

下
花
輪
１
９
１
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課
へ
※
内
容
等
の

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝
３
月
４
日
�

・
５
日
�
・
６
日
�
▽
時

間
＝　

時　

分
〜　

時　

１３

３０

１５

３０

分
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽

対
象
／
定
員
＝
パ
ソ
コ
ン

初
心
者
／　

人
（
多
数
抽

２０

選
）
▽
内
容
＝
エ
ク
セ
ル

機
能
を
使
っ
て
表
作
成
か

ら
計
算
ま
で
▽
参
加
費
＝

２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
等
）
▽
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
一
時
保
育
（
１
歳
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柏健康福祉センター（保健所）の事業〈�７１６７－１２５５〉
受付時間２月の実施日事 業 名

１３：００～１３：３０７日未熟児等発達・療育相談
１３：００～１４：００２５日ＨＩＶ抗体検査
１４：００～１５：３０１５日女性のための健康相談
１４：００～１６：００１９日・２５日・２６日心の健康相談
１４：００～１６：００１８日アルコール悩みごと相談
１４：００～１６：００５日酒　害　教　室
１３：００～１５：００１４日不　妊　相　談

　※相談内容など、詳細は問い合わせを

　▽場所＝保健センター内「平日夜間・休日診療所」（西初石４－１４３３－１）

▽診療科目／受付時間＝①平日夜間…内科、小児科／１９時～２０時３０分②休

日…内科、小児科、歯科／９時～１１時３０分、１３時～１６時３０分（午後の診療

は１３時３０分から、歯科の受付は１１時３０分まで）※病状により二次病院へ紹

介させていただく場合があります。休日夜間の救急については、消防本部

（�７１５８－０１１９）へお問い合わせください
　□問 平日夜間・休日診療所�７１５５－３４５６

平日夜間・休日の救急医療

保健あんない（２月）
　転入者などで個人通知が届か
ない場合は、お問い合わせくだ
さい。
　□問 保健センター�７１５４－０３３１
　
ハローベイビー
１日・１５日　保健センター
（１２：３０～１２：５０受付）
８日　保健センター
（９：４５～１０：００受付）
※妊娠５～８カ月の妊婦とパー
トナー対象。３回で１コース（２
回目からの参加者は要予約）
　
カムカムキッズ（予約制）
２０日　南流山福祉会館
２５日　保健センター
※平成１９年１月～同年４月生
まれの乳児対象。歯と食生活
の指導と試食。母子健康手帳、
おしぼりを持参

もぐもぐ教室（予約制）
２６日　東部公民館
２７日　保健センター
※４～５カ月児の離乳食指導。
母子健康手帳、器、スプーン
を持参

育児相談
１２日　東部公民館
１４日　保健センター
（９：３０～１０：３０受付）
※母子健康手帳を持参。今月
の保健センターは１歳以上の
幼児対象（１歳未満の弟妹が
いる場合は、来月に来所）

むし歯予防教室（予約制）
６日・１３日・２０日　保健センター
※２歳２カ月児対象（２０日は
１・２回参加の幼児対象）。１
歳６カ月児健康診査時に申し
込みを

食事相談（予約制）

月～金曜　保健センター

※生活習慣病などの食事指導

　

成人健康相談（予約制）

月～金曜　保健センター

※生活習慣病など健康に関する相談

　

健康診査

①３カ月児…２１日・２２日

（平成１９年１０月生まれの乳児対象）

②１歳６カ月児…１８日・１９日

（平成１８年７月生まれの幼児対象）

③３歳児…４日・５日

（平成１６年１１月生まれの幼児対象）

※いずれも保健センター

（１２：４５～１３：４５受付）

多重債務でお困りの方 
東葛地区６市で無料相談会

　
　東葛地区の６市（流山・松戸・野田・我孫子・
柏・鎌ケ谷市）と千葉県弁護士会松戸支部所属の
弁護士による、多重債務相談の効果的な推進を図
る会「東葛多重債務問題対策フォ－ラム」が発足
しました。今回、多重債務でお困りの方を対象
に、債務整理や生活再建に向けての「無料相談
会」を開催します。どの会場でも相談できますの
でご利用ください。
　▽期日／場所＝別表のとおり▽時間＝いずれも
１０時～１６時▽内容＝弁護士による法的解決に向け
た多重債務の無料相談▽申し込み＝電話で各問い
合わせ先へ

市民ギャラリー　今月の展示

【１日�～２９日�】

　流山少年少女俳句大会の入 

選作品を展示します。

　□問 ㈱アーテック

�７１５４－１４４１　　

有
効
）

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

�
　

★
文
化
会
館
か
ら
の
お

知
ら
せ

　

現
在
、
文
化
会
館
ホ
ー

ル
の
施
設
利
用
予
約
に
つ

い
て
は
６
カ
月
前
か
ら
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
４
月
１
日
か
ら
は　
１２

カ
月
前
か
ら
予
約
が
で
き

る
よ
う
に
変
更
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
ホ
ワ
イ
エ
の

予
約
に
つ
い
て
は
、
６
カ

月
前
か
ら
で
す
。
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

公
開
読
書
会
「
日
本
十

進
分
類
法
」
の
話
（
本
を

読
も
う
・
流
山
の
会
主
催
）

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１６

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
中
央
図
書
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
民
／　

人
４０

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
図

そ
の
他

　

再
就
職
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
基
礎
講
座（
全
８
回
）

　

▽
期
日
＝
３
月
６
日
〜

３
月　

日
の
間
の
８
日
間

１７

▽
時
間
＝
９
時　

分
〜　

３０

１５

時　

分
▽
場
所
＝
ニ
ホ
ン

３０
国
際
Ｉ
Ｔ
カ
レ
ッ
ジ
（
松

戸
市
）
▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
在
住
の　

歳
〜　

歳

５８

６５

で
就
業
希
望
の
方
／　

人
３０

（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費

＝
無
料
※
申
込
方
法
な
ど

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

	
千
葉
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
�

０
４
３
―
２
２
７
―
５
１

１
２

�
　

★
ミ
ニ
企
画
展
「
ア
ン

コ
ー
ル　

流
山
庚
申
塔
探

訪
パ
ネ
ル
展
」

　

▽
期
間
＝
２
月
１
日
�

〜
２
月　

日
�
（
祝
日
を

２８

除
く
月
曜
、　

日
は
休
館
）

１２

▽
時
間
＝
９
時　

分
〜　

３０

１７

時
▽
場
所
＝
博
物
館
▽
内

容
＝
市
内
の
庚
申
塔
を
写

真
で
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展

▽
入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

�
　

★
市
臨
時
職
員
（
保
健

師
、
助
産
師
、
看
護
師
）

の
募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
保
健
セ

ン
タ
ー
▽
勤
務
内
容
＝
各

種
健
（
検
）
診
、
健
（
検
）

診
時
の
健
康
教
育
・
相
談

事
業
な
ど
▽
応
募
資
格
／

展　
　

示

資
格
・
求
人

募
集
人
員
＝
有
資
格
者
／

若
干
名
※
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

★
図
書
館
と
協
働
す
る

市
民
の
募
集

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、

図
書
館
運
営
の
充
実
を
図

る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の

図
書
館
業
務
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝
図
書
館

の
充
実
に
関
心
と
熱
意
を

お
持
ち
の
市
民
▽
業
務
内

容
＝
図
書
の
配
架
、
書
架

の
整
理
、館
内
外
の
美
化
、

行
事
の
補
助
な
ど
▽
報
酬

＝
無
償
※
実
費
弁
償
の
支

給
も
あ
り
ま
せ
ん
▽
任
期

＝
委
嘱
の
日
か
ら
平
成　
２１

年
３
月　

日
ま
で
（
平
成

３１

　

年
４
月
委
嘱
予
定
、
最

２０長
４
回
ま
で
更
新
あ
り
）

▽
応
募
方
法
＝
中
央
図
書

館
、
森
の
図
書
館
、
各
分

館
に
設
置
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
明
記
の
上
、
２

月　

日
�
ま
で
に
各
図
書

２９
館
窓
口
へ
▽
選
考
方
法
＝

書
類
審
査
の
上
、
面
接

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

学
童
保
育
所
の
指
導
員

募
集

　

①
あ
す
な
ろ
学
童
ク
ラ

ブ
（
木
）

　

▽
勤
務
内
容
＝
南
流
山

小
１
〜
３
年
生
の
放
課
後

保
育
▽
勤
務
日
＝
週
３
〜

４
日
程
度
▽
勤
務
時
間
＝

１
日
３
〜
４
時
間
程
度
▽

時
間
給
＝
８
０
０
円
（
手

当
別
途
支
給
）
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

あ
す
な
ろ
学
童
ク
ラ

ブ
�
７
１
５
９
―
７
９
７

０
　

②
あ
ず
ま
学
童
ク
ラ
ブ

（
名
都
借
）

　

▽
勤
務
内
容
＝
東
小
１

〜
３
年
生
の
放
課
後
保
育

▽
勤
務
日
＝
土
曜
を
含
む

週
３
日
程
度
▽
勤
務
時
間

＝
１
日
５
時
間
程
度
▽
時

間
給
＝
８
５
０
円
〜
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

あ
ず
ま
学
童
ク
ラ
ブ

�
７
１
４
６
―
８
５
５
８

　

み
ど
り
園
の
臨
時
職
員

（
生
活
支
援
補
助
員
、
臨

時
看
護
師
）
の
募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
指
定
障

害
者
支
援
施
設
み
ど
り
園

（
我
孫
子
市
）
▽
勤
務
内

容
／
募
集
人
員
＝
①
生
活

支
援
補
助
員
…
施
設
利
用

者（
知
的
障
害
を
持
つ
方
）

の
食
事
の
介
助
な
ど
生
活

全
般
の
支
援
／
４
人
②
臨

時
看
護
師
…
施
設
利
用
者

の
健
康
管
理
／
１
人
▽
雇

用
期
間
＝
平
成　

年
４
月

２０

１
日
〜
同
年
９
月　

日
※

３０

期
間
は
応
相
談
、
更
新
あ

り
▽
勤
務
時
間
・
休
日
＝

①
生
活
支
援
補
助
員
…
勤

務
割
に
よ
る
３
交
代
制
、

週
休
２
日
（
勤
務
時
間
は

応
相
談
）
②
臨
時
看
護
師

…
週
３
日
勤
務
（
９
時
〜

　

時　

分
）
▽
時
間
給
＝

１７

３０

①
生
活
支
援
補
助
員
…
９

９
０
円
〜
１
０
３
０
円

（
夜
勤
は　

％
増
し
）
②

２５

臨
時
看
護
師
…
１
２
６
０

円
※
い
ず
れ
も
通
勤
手
当

別
途
支
給
、期
末
手
当（
夏

・
冬
）
あ
り
。
社
会
保
険

完
備
▽
応
募
方
法
＝
電
話
、

ま
た
は
履
歴
書
を
〒
２
７

０
―
１
１
２
１
我
孫
子
市

中
峠
２
３
１
０
み
ど
り
園

へ
送
付
※
折
り
返
し
面
接

日
時
を
連
絡
し
ま
す

　

□問
 

み
ど
り
園
�
７
１
８

７
―
０
５
１
１

�
　

★
男
女
共
同
参
画
審
議

会
　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１２

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１０▽
内
容
＝
平
成　

年
度
男

１９

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
推

進
に
つ
い
て

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

　

★
下
水
道
事
業
運
営
審

議
会

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１３

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１４▽
内
容
＝
負
担
区
の
設
定

等
に
つ
い
て
ほ
か

　

□問
 

下
水
道
業
務
課
�
７

１
５
０
―
６
０
９
６

�
　

★
江
戸
川
台
東
３
丁
目

地
区
地
区
計
画
の
案
の
縦

覧
　

▽
縦
覧
期
間
＝
２
月
７

日
�
〜
２
月　

日
�
（
土

２１

・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

▽
時
間
＝
８
時　

分
〜　

３０

１７

時　

分
▽
場
所
＝
都
市
計

２０
画
課
▽
意
見
書
の
提
出
期

間
＝
縦
覧
期
間
と
同
じ
で

す
（
郵
送
の
場
合
は
消
印

施
策
会
議　
傍聴可

縦　

覧

書
館
に
お
け
る
資
料
の
構

築
・
整
理
・
検
索
・
提
供

に
関
わ
る
最
も
基
本
的
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
日
本
十
進

分
類
法
に
よ
る
（
１
類
）

哲
学
、
心
理
学
、
宗
教
等
、

（
２
類
）歴
史
、伝
記
、地
理

等
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ
、

本
の
朗
読
、
読
書
発
表
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
タ

　

▽
期
日
＝
２
月　

日
�

１４

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

１５

１１

〜　

時
▽
場
所
＝
柏
駅
東

１５
口
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
２
階
入

口
（
柏
市
）
▽
内
容
＝
流

山
高
等
学
園
の
生
徒
が
専

門
実
習
で
生
産
し
た
花
、

縫
製
品
、
染
め
織
物
、
陶

磁
器
な
ど
の
販
売
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

県
立
特
別
支
援
学
校

流
山
高
等
学
園
�
７
１
４

８
―
０
２
０
０

　

高
齢
者
の
住
ま
い
の
相

談
会
（
無
料
）

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１６

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
初

１０

１５

石
公
民
館
▽
対
象
／
定
員

＝
県
内
在
住
の
方
／
８
人

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
高

齢
者
の
住
ま
い
づ
く
り
に

関
す
る
借
地
権
な
ど
の
法

律
問
題
や
、
増
改
築
等
の

建
築
問
題
を
は
じ
め
と
す

る「
住
ま
い
の
悩
み
全
般
」

に
つ
い
て
弁
護
士
と
建
築

士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
（
１
人　

分
程
度
）

３０

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
千

葉
県
庁
住
宅
課
へ
（
土
・

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

　

□問
 

千
葉
県
庁
住
宅
課
�

０
４
３
―
２
２
３
―
３
２

２
９
（
９
時
〜　

時
）

１７

問い合わせ場　所期日

我孫子市消費生活センター
�７１８５－１４６９

我孫子市役所　庁舎西別館
（４階会議室）

２/１８�

柏市消費生活センター
�７１６３－５８５３

柏市消費生活センター
（そごうアネックス５階）

２/１９�

松戸市消費生活課
�０４７－３６６－７３２９

京葉ガスＦ松戸第２ビル
（５階会議室）

２/２０�

鎌ケ谷市商工振興課
�０４７－４４５－１１４１

鎌ケ谷市役所
（１階相談室１）

２/２１�
野田市市民生活課
�７１２３－１０８３

野田市役所
（２階中会議室２）

流山市コミュニティ課
�７１５０－６０７６

流山市役所
（３階市民相談室）２/２２�
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優
秀
作
品
３
点
決
ま
る

優
秀
作
品
３
点
決
ま
る

男
女
共
同
参
画
の
体
験
記

男
女
共
同
参
画
の
体
験
記
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�������

爆
笑
爆
笑　

も
の
ま
ね
大
バ
ト
ル

も
の
ま
ね
大
バ
ト
ル

チ
ケ
ッ
ト
好
評
販
売
中

チ
ケ
ッ
ト
好
評
販
売
中

趣
味
を
通
じ
て
生
き
が
い
を

４
月
か
ら
の
受
講
生
を
募
集

公民館学習グループ発表会 
展示や発表のほか活動体験コーナーも
　

　公民館で生涯学習活動をしている団体・サー

クルが、日ごろの成果を発表する「公民館学習

グループ発表会」を２月１６日から市内３会場で開

催します。各参加団体では、展示・発表のほか、

体験コーナーなどを設け、皆さんのご来場をお

待ちしています。

配偶者からの暴力被害者支援講座配偶者からの暴力被害者支援講座 
ＤＶ～相談窓口の現場から～ＤＶ～相談窓口の現場から～

　配偶者暴力相談支援センター
専門相談員・鶴見喜代美さんを
講師に、ＤＶ（ドメスティック
・バイオレンス）に関する講座
を開催します。
　▽日時＝２月１９日�１３時３０分～
１５時３０分▽場所＝文化会館▽対
象／定員＝市民／４０人（先着順）
▽申し込み＝電話で企画政策課
男女共同参画室へ※２歳～就学前
児の一時保育（要予約）あり
　□問 企画政策課男女共同参画室
�７１５０－６０６４

　

流
山
市
青
少
年
相
談
員

連
絡
協
議
会
で
は
、
市
内

の
小
学
生
を
対
象
に
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
ゲ
ー
ム　

流 
in

山
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
手
ご
と
に
盤
を
変
え

る
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
オ
セ
ロ

や
、
小
学
生
か
ら
募
集
し

室
内
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
よ
う
！

室
内
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
よ
う
！ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
ゲ
ー
ム

流
山
を
開
催

チ
ャ
レ
ン
ジ
ゲ
ー
ム　

流
山
を
開
催

inin　輪になって一手ごとに盤を移動するスクランブルオセロ

た
市
内
の
名
所
を
読
み
札

に
し
た
流
山
か
る
た
の
ほ

か
、
風
船
リ
レ
ー
な
ど
み

ん
な
で
楽
し
め
る
一
日
で

す
。

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

２３

　

市
内
の
小
・
中
学
生
か

ら
募
集
し
た
「
選
挙
啓
発

書
初
め
」
の
審
査
会
が
１

月　

日
に
行
わ
れ
、
市
長

２５
賞
な
ど
が
決
定
し
ま
し
た
。

入
選
作
品
は
、
２
月
２
日

か
ら
７
日
ま
で
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
流
山
店
に
展
示

９
時
〜　

時
▽
場
所
＝
生

１５

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
対
象

／
定
員
＝
市
内
在
住
の
小

学
生
／　

人（
多
数
抽
選
）

４０

※
グ
ル
ー
プ
の
振
り
分
け

は
主
催
者
側
で
行
い
ま
す

▽
参
加
費
＝
１
人
１
０
０

円
▽
持
ち
物
＝
体
育
館
用

シ
ュ
ー
ズ
、
昼
食
、
水
筒

※
運
動
で
き
る
服
装
（
防

寒
対
策
）
で
▽
申
し
込
み

＝
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
に

つ
き
１
人
）
に
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番

号
、学
校
名
、学
年
、返
信

用
に
宛
名
を
明
記
の
上
、

２
月
８
日
（
必
着
）
ま
で

に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２

流
山
市
役
所
生
涯
学
習
課

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゲ
ー
ム　
in

流
山
」
係
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成　

年
４
月
開
講

２０

（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費

＝
無
料
（
教
材
費
自
己
負

担
）
▽
申
し
込
み
＝
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、希
望
講
座
名
、

会
場
を
明
記
し
、
２
月　
１５

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―
０
１
０
１
流

山
市
東
深
井
９
８
６
―
１

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
２
―
２
３
７
３

の
協
力
と
議
論
と
」
▽
金

井
直
美
さ
ん
「
―
現
代
女

性
の
ふ
る
ま
い
考
―
か 

ら
」

　

□問
 

企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
�
７
１
５
０
―

６
０
６
４

日　程・催し物会　場
１６日�　らくらくクラフト
２３日�　マンカラ大会

駒 木 台 児 童 館
�７１５４－４８２１

９日�　みんなで作ろう楽しい工作
２３日�　ドッジボール大会

江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

１６日�　ドッジボール大会
２３日�　マンカラ大会

思井児童センター
�７１５９－５６６６

４日�～９日�　ハートのチョコ入れ作り
１９日�～２５日�　おひな様作り

向小金児童センター
�７１７３－９３２０

９日�　卓球教室
１６日�・２３日�　いろいろトーナメント大会

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４

工事予定のため、後日館内に掲示し
ます。

野々下児童センター
�７１４５－９５００

９日�　マンカラ大会
１９日�～２３日�　おひな様作り

赤城児童センター
�７１５８－４５４５

１８日�　親子で遊ぼう!!（東深井福祉会館）
２０日�　親子で遊ぼう!!（南流山センター）

子育て支援センター
ゆうゆう

�７１４４－７９２６

児童館・センター２月の催し物
　開催時間や申し込み方法などは、各児童館・
センターへお問い合わせください。

���������������������������
���������������������������
���������������������������
乳幼児を持つ方の交流の場（２月）乳幼児を持つ方の交流の場（２月）

文化会館

【中央子育てサロン】　１０：３０～１２：００
　１日�豆まき大会
　　※参加費１組１００円、申し込み不要
　１５日�ママと楽しく歯ブラシしましょう（先着１５組）
　　※参加費無料、電話で申し込み
【作って遊ぼうサロン】　１０：３０～１２：００
　２２日�おひな様を作りましょう（先着２０組）
　　※２歳以上対象、参加費１組１００円、電話で申し込み
【中央ひだまりサロン】　１０：３０～１２：００
　５日・１２日・１９日・２６日の火曜
　　自由に遊んだり、おしゃべり
　　※参加費無料、申し込み不要

南流山
福祉会館

【南流山ひだまりサロン】　１０：３０～１２：００
　２１日�　手遊び、おやこ体操、簡単工作など
　　※参加費無料、申し込み不要

　□問 文化会館�７１５８－３４６２

　

流
山
市
民
芸
術
劇
場

（
同
実
行
委
員
会
、
市
教

育
委
員
会
共
催
）
で
は
、

タ
モ
リ
の
も
の
ま
ね
で
お

馴
染
み
の
コ
ー
ジ
ー
冨
田

さ
ん
、
和
田
ア
キ
子
や
谷

村
新
司
の
も
の
ま
ね
で
実

力
派
の
ノ
ブ
＆
フ
ッ
キ
ー

さ
ん
を
迎
え
た「
爆
笑　
も

の
ま
ね
大
バ
ト
ル
」
の
公

演
を
開
催
し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の

３
人
が
、「
も
の
ま
ね
三
銃

士
」と
し
て
流
山
に
見
参
。

夢
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
１７

�　

時（
開
演
）〜
▽
場

１５
所
＝
文
化
会
館
▽
チ
ケ

ッ
ト
販
売
場
所
＝
①
文

化
会
館
、
各
公
民
館
、

南
流
山
セ
ン
タ
ー
（
い

ず
れ
も
９
時
〜　

時　
１６

３０

分
）
②
読
売
新
聞
㈲
青
木

新
聞
店
Ｙ
Ｃ
初
石
▽
チ
ケ

ッ
ト
代
＝
２
５
０
０
円（
全

席
指
定
、
売
り
切
れ
次
第

終
了
）
※
各
販
売
場
所
に

よ
り
座
席
の
割
り
振
り
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
意
識
の
高
揚

を
目
的
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
体
験
記
を
募
集
し
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
応

募
作
品
の
中
か
ら
、
３
点

が
優
秀
作
品
に
決
定
し
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
作
品
は
、

男
女
共
同
参
画
啓
発
事
業

等
で
展
示
し
ま
す
。

　

【
優
秀
作
品
】

　

▽
中
島
一
浩
さ
ん
「
高

校
時
代
の
彼
か
ら
は
と
て

さ
れ
ま
す
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　

〈
敬
称
略
〉

　

▽
市
長
賞
＝
川
口
愛（
八

木
中
３
年
）
▽
市
議
会
議

長
賞
＝
深
津
優
奈
（
八
木

中
２
年
）
▽
市
教
育
長
賞

選
挙
啓
発
書
初
め

選
挙
啓
発
書
初
め

市
長
賞
に
八
木
中

市
長
賞
に
八
木
中
・・
川
口
さ
ん

川
口
さ
ん

＝
宮
澤
紗
瑛
（
東
部
中
１

年
）
▽
市
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
賞
＝
須
郷
友
理

香
（
昭
和
女
子
大
附
属
昭

和
小
５
年
）
▽
市
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
長
賞
＝

熊
崎
緑（
流
山
北
小
６
年
）

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
�
７
１
５
０
―
６

１
０
０

の
各
種
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

　

講
座
は
、
４
月
か
ら
平

成　

年
３
月
ま
で
の
１
年

２１
間
。
民
謡
か
ら
水
墨
画
、

陶
芸
ま
で
、
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
を
通
じ
て
、
仲
間

と
交
流
し
な
が
ら
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

　

▽
日
程
等
＝
別
表
の
と

お
り
▽
対
象
／
定
員
＝　
６０

歳
以
上
の
市
民
（
受
講
経

験
者
を
除
く
）
／
各　

人
２０

も
想
像
で
き
な
い
が
…
」

▽
鈴
木
光
治
さ
ん
「
家
事

市民芸術劇場

老人福祉センター

講座日程
時　間曜　日場　所内　容

９時３０分
～１１時３０分

木曜（全２０回）老人福祉センター民謡
金曜（全２０回）東深井福祉会館水墨画
水曜（全２０回）東深井福祉会館手芸

１３時３０分
～１５時３０分

木曜（全２０回）高齢者趣味の家園芸（盆栽）
火曜（全３０回）赤城福祉会館

陶芸 ９時３０分
～１１時３０分

火曜（全３０回）高齢者趣味の家
水曜（全３０回）名都借福祉会館

【展示の部】

内　容日　程会　場

絵画、パンフラワー、
洋裁、花まゆ

２月１６日�
　・１７日�

東部公民館

書道、生け花、
押し花

２月２３日�
　・２４日�

文化会館

絵手紙
３月８日�
　・９日�

南流山センター

展示時間…土曜１０時～１６時、日曜１０時～１５時３０分

【発表の部】

内　容日程・時間会　場

煎茶道茶会
３月８日�
１０時～１５時

南流山センター
カントリーダンス

３月９日�
１２時～１６時

　□問 文化会館�７１５８－３４６２

※１９日�の「中央ひだまりサロン」と２１日�の「南流山ひだまりサ
ロン」では、壊れたおもちゃを直す「流山おもちゃ病院」も開催
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